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上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

内

藤

莞

爾

は

じ

め

長
崎
県
下
に
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
や
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
な
ど
、

い
う
な
れ
ば
キ
リ
ス
ト
教
系
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い

る
。
し
か
も
こ
れ
ら
は
、
都
市
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
よ
う
に
、
散
在
し
て
い
る
住
民
で
は
な
い
。
禁
教
令
以
来
の
伝
統
を
担
っ
て
、
多
く

は
こ
れ
ら
の
人
た
ち
だ
け
の
集
落
を
形
成
し
て
、
農
漁
業
に
従
っ
て
い
る
点
は
、
き
わ
め
て
特
徴
的
だ
と
い
う
乙
と
が
で
き
る
。
そ
し
て

そ
の
信
仰
や
生
活
の
諸
方
面
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
い
ろ
い
ろ
な
研
究
や
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

か
れ
ら
の
家
族
慣
行
、
と
り
わ
け

い
わ
ゆ
る
家
族
動
態
の
点
も
、
識
者
の
あ
い
だ
で
は
、
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
切
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
慣
行
が
、

相
続
や
分
家
な
ど
、

通
日
本
的
な
そ
れ
と
犬
き
く
違
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
先
年
、
黒
島
（
現
在
、
佐
世
保
市
）
と
中
通
島
の
青
砂
ヶ
浦

そ
の
実
態
を
報
告
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
た
だ
こ
の
二
地
点
は
、
い
ず
れ
も
カ
ト
リ
ッ
ク
部
落

（
南
松
浦
郡
上
五
島
町
）

と
に
つ
い
て
、

で
あ
る
。
そ
れ
で
本
稿
は
、

こ
れ
ら
の
延
長
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
今
回
の
対
象
地
は
カ
ト
リ
ッ
ク
部
落
で
は
な
い
。

上
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キ
リ
シ
タ
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上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

一二六

い
わ
ゆ
る
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
の
系
統
に
属
し
て
い
勺
ま
た
乙
の
部
落
は
、
い
ま
述
べ
た
青
砂
ヶ
浦
に
隣
接
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら

そ

と

硲

そ

由

曇

か
れ
ら
の
原
住
地
は
、

ζ

れ
も
青
砂
ヶ
浦
の
住
民
と
同
様
、
本
土
の
外
海
地
方
（
西
彼
杵
郡
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
か
れ
ら
も
、
近
世
の

い
わ
ゆ
る
野
侭
農
民
と
し
て
ζ

の
離
島
に
移
住
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
乙
の
両
者
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
比
較
・
対
照
に
耐
え
る
条

末
期
、

に
な
に
か
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

件
を
そ
な
え
て
い
る
。
と
く
に
明
治
以
降
の
復
活
キ
リ
シ
タ
ン
（
青
砂
ケ
浦
）
と
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
（
対
象
部
落
）
と
い
う
差
異
が
族
制
上

の
ち
に

乙
れ
は
か
な
り
興
味
あ
る
問
題
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
乙
の
課
題
は
、

残
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
紙
幅
の
関
係
も
あ
る
け
れ
ど
も
、

内

4
》

ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
提
示
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

い
ま
乙
れ
に
乙
た
え
る
だ
け
の
資
料
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
当
面
、

モ

（1
）
た
と
え
ば
久
保
清
・
橋
浦
泰
雄
『
五
島
民
俗
図
誌
』
昭
和
九
年
、
瀬
川
清
子
「
五
島
雑
記
」
（
『
旅
と
伝
説
』
九
巻
一
一
号
）
、
井
之
口
章
次
「
肥

前
宇
久
島
」
（
『
民
閉
伝
承
』
一
五
巻
四
号
）
、
竹
田
旦
『
民
俗
慣
行
と
し
て
の
隠
居
の
研
究
』
昭
和
三
九
年
、
同
『
「
家
」
を
め
ぐ
る
民
俗
研
究
』
昭

和
四
五
年
、
等
々
。

（2
〉
拙
稿
「
カ
ト
リ
ッ
ク
家
族
の
相
続
慣
行
｜
長
崎
県
黒
島
｜
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
一
三
且
君
、
同
「
カ
ト
リ
ッ
ヲ
島
の
相
続
慣
行
｜

長
崎
県
黒
島
の
末
子
相
続
l
」
（
『
宗
教
研
究
』
一
九
五
号
）
、
拙
著
『
五
島
カ
ト
リ
ッ
ク
の
家
族
分
封
』
昭
和
四
五
年
、
同
『
米
子
相
続
の
研
究
』

昭
和
四
八
年
。

ふ
る

（3
〉
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
（
回
目
色
合
出
。
目

E
a
s
p
の
弓
Hug－の
H
E
Z
U
S
と
い
う
の
は
、
外
部
か
ら
の
公
称
で
あ
っ
て
、
か
れ
ら
自
身
は
「
古
キ
リ

ふ

る

も

と

シ
タ
ン
」
、
「
旧
キ
リ
シ
タ
ン
」
（
平
声
・
生
月
）
、
「
納
戸
神
」
（
生
月
町
舘
浦
）
、
「
む
か
し
キ
リ
シ
タ
ン
」
、
「
離
れ
」
（
外
海
）
、
「
古
帳
」
、
「
元
帳
」

（
五
島
）
な
ど
と
略
ん
で
い
る
（
片
岡
弥
吉
『
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
｜
歴
史
と
民
俗
｜
』

N
H
Kブ
ッ
ク
ス
邸
、
一
七
l
ニ
O
頁
）
。
対
象
部
落
で
は

葬
儀
を
神
道
祭
で
お
と
な
う
関
係
で
、
「
神
道
祭
」
の
乙
と
ば
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
神
道
祭
を
お
と
な
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
だ
け
で
は
な

い
の
で
、
か
れ
ら
の
信
仰
や
か
れ
ら
自
身
を
時
ぶ
の
に
適
当
と
は
思
え
な
い
。
本
稿
で
は
た
ん
に
「
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
し
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
」
と
区

別
す
る
に
と
ど
め
た
。
な
お
「
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
仔
ぷ
む
き
も
あ
る
け
れ
ど
も
（
田
北
耕
也
『
昭
和
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
伺
』
昭
和
四
八
年
）
、

し
か
し
と
の
と
と
ば
を
禁
教
令
か
ら
解
教
令
ま
で
の
キ
リ
シ
タ
ン
全
体
を
指
す
も
の
と
す
る
立
場
も
あ
る
。



（4
）
乙
の
調
査
事
業
は
、
昭
和
四
五
年
春
、
筆
者
と
土
居
平
（
現
在
、
九
州
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
〉
と
に
よ
る
予
備
調
査
を
経
て
、
同
年
夏

の
本
調
査
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
本
調
査
に
は
野
口
英
子
（
現
在
、
筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
）
、
瓦
井
治
代
（
現
在
、
岩
国
短
期
大
学
）
、
坂
本
喜
久
雄

（
現
在
、
九
大
大
学
院
博
士
課
程
）
、
筆
者
の
次
女
・
明
代
（
津
田
塾
大
学
学
生
）
が
参
加
し
た
。
そ
し
て
昭
和
四
八
年
夏
の
補
足
調
査
（
筆
者
・
土

居
・
坂
本
）
に
よ
っ
て
、
い
ち
お
う
の
ま
と
め
を
え
た
。
な
お
資
料
の
集
計
・
整
理
に
は
三
浦
典
子
（
現
在
、
九
大
大
学
院
修
士
課
程
）
の
協
力
を

え
た
。

地

域

の

概

況

う
お
の

b

E

ぐ

し

た

て

ぐ

し

対
象
と
し
た
の
は
、
南
松
浦
郡
新
魚
目
町
の
上
小
串
・
上
立
串
の
二
部
落
で
あ
る
。

新
魚
目
町
は
、

昭
和
三
一
年
、
魚
田
村
と
北
魚

日
村
と
の
合
併
に
よ
っ
て
な
っ
た
が
、
上
記
の
二
部
落
は
北
魚
目
村
に
属
し
て
い
た
。

支
藩
で
あ
る
富
江
領
（
三
、

0
0
0石
）
で
あ
り
、
小
串
郷
・
立
串
郷
の
一
部
で
あ
っ
た
。
表
ー
の
よ
う
に
当
町
は
一
戸
数
約
二
、

0
0
0、

な
お
旧
藩
時
代
の
所
属
は
、

福
江
主
島
）
藩
の

和
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人
口
九
、
三

O
O
ほ
ど
を
数
え
る
が
、

最
盛
期
の
昭
和
三
五
年
に
は
、

戸
数
二
、

一
O
O弱
、
人
口
一
一
、

0
0
0弱
を
記
録
し
て

い
た
。
し
た
が
－
っ
て
こ
の
一

O
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
で
、
戸
数
で
一

O
O一
戸
、
人
口
で
一
、
五

O
O人
ほ
ど
を
減
じ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
乙
れ
が
二
三
の
部
落
に
分
か
れ
る
。

表
中
、
＊
が
カ
ト
リ
ッ
ク
部
落
、
林
が
キ
リ
シ
タ
ン
部
落
で
あ
る
。
乙
の
う
ち
全
一
戸
あ
る
い
は

ほ
と
ん
ど
が
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
の
は
、
大
浦
・
曽
根
一
・
曽
根
ニ
・
江
袋
・
赤
波
江
・
併
焼
・
竹
山
・
対
峠
の
八
部
落
で
、
丸
尾
は
山

に
た

4
ぴ

っ
き
の
ほ
う
だ
け
が
カ
ト
リ
ッ
ク
、
似
首
は
少
数
が
カ
ト
リ
ッ
ク
、
大
瀬
良
は
二
割
程
度
の
カ
ト
リ
ッ
ク
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
キ
リ
シ



タ
ン
は
、
上
小
串
・
上
立
串
・
大
瀬
良
の
三
部
落
に
住
ん
で
い
る
が
、
し
か
し
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、
大
瀬
良
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
と
カ
ト

内

1
v

リ
ッ
ク
と
が
共
住
し
て
い
る
と
と
に
な
る
。
地
図
に
み
る
よ
う
に
、
当
町
は
南
北
三

0
キ
ロ
に
わ
た
る
半
島
か
ら
成
り
、
東
西
は
い
ち
ば

ん
広
い
と
こ
ろ
で
も
了
六
キ
ロ
に
し
か
な
ら
な
い
。
し
か
も
番
岳
（
四
四
ニ
米
）
・
多
石
山
（
三
六
ニ
米
）
な
ど
の
急
峻
が
そ
び
え
て
い
る
。

平
地
は
海
岸
線
に
も
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。

（1
）
大
瀬
良
を
調
査
地
か
ら
除
い
た
の
も
、
乙
の
共
住
と
い
う
事
実
か
ら
で
あ
る
。

対
象
と
し
た
二
部
落
は
、
有
川
湾
に
面
し
、

乙
の
半
島
の
ほ
ぼ
な
か
ほ
ど
に
位
置
し
て
い
る
。
役
場
の
あ
る
榎
津
か
ら
は
、
舟
運
の
便

は
あ
る
が
、
陸
路
ー
に
よ
る
と
い
っ
た
ん
町
域
を
出
て
、

さ
き
に
述
べ
た
青
砂
ヶ
浦
を
通
ら
な
く
は
な
ら
な
い
。
上
小
串
・
上
立
串
の
名
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
乙
の
二
部
落
の
民
家
は
、

そ
れ
ぞ
れ
海
岸
の
小
串
・
立
串
か
ら
急
坂
を
登
っ
た
山
腹
に
点
散
し
て
い
る
。
集
落
な
ど

と
い
え
る
も
の
で
は
な
く
、

な
か
に
は
稜
線
近
く
ま
で
は
い
あ
が
っ
た
家
も
み
ら
れ
る
。
諸
書
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
寛
政
年
間
、

大
村
・
五
島
両
藩
の
あ
い
だ
で
、

い
わ
ゆ
る
「
人
送
り
」
の
協
定
が
結
ぼ
れ
た
。
そ
し
て
外
海
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
農
民
が
集
団
的
に
ま

た
は
個
々
に
渡
海
し
て
き
て
、

五
島
の
島
々
に
住
み
つ
い
た
。

山
林
未
だ
聞
け
ざ
る
」
（
「
公
譜
別
録

む
げ

た
だ
経
営
ぺ

l
ス
に
乗
れ
る
平
地
や
開
田
可
能
な
土
地
は
、
す
で
に
島
民
す
な
わ
ち
地
下
の

五
島
は
「
地
広
く
人
少
な
く
し
て
、

拾
遺
b
た
め
の
「
人
送
り
」
で
あ
っ
た
が
、

人
た
ち
に
よ
っ
て
先
取
S
れ
て
い
る
。
移
住
者
た
ち
は
、
労
多
く
し
て
稔
り
の
少
な
い
山
を
拓
い
て
、
段
々
畑
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
ー
ま
た
か
た
わ
ら
漁
業
に
も
従
わ
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
。
幕
末
の
開
国
と
維
新
を
む
か
え
で
の
禁
教
令
の
廃
止
、
そ
う
し
た
動

も
か
か
わ
ら
ず
、

き
の
な
か
で
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
に
は
地
元
民
に
よ
る
弾
圧
が
続
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
多
く
は
公
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
に
復
帰
し
た
に

一
部
は
二

O
O年
に
わ
た
っ
て
土
俗
化
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
伝
統
を
守
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
む
対
象
部
落
に
つ
い
て

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

九



上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

い
え
ば
、
す
ぐ
隣
接
し
て
曽
根
の
教
会
が
そ
び
え
て
い
る
が
、
し
か
し
潜
伏
時
代
に
は
、

別
の
道
を
歩
む
乙
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
同
じ
信
仰
を
守
っ
て
い
た
。
そ
れ
が

四
0 

（

1
｝
浦
川
和
三
郎
『
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
史
』
昭
和
二
六
年
、
第
二
編
。
古
野
清
人
『
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
』
昭
和
三
四
年
、
第
六
章
。

信
仰
の
点
は
、
ま
た
別
に
触
れ
る
こ
と
に
し
て
、
地
域
の
概
況
に
戻
る
乙
と
に
し
た
い
。
ま
ず
当
町
の
地
目
構
成
は
、
表
2
の
と
お
り

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
山
林
・
原
野
が
三
分
の
ニ
を
占
め
、
平
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、

と
い
っ
た
さ
き
の
記
述
が
数
字
的
に
も
裏
づ
け
ら
れ

そ
の
内
容
が
あ

る
。
ま
た
田
・
畑
の
比
率
は
、
田
て
畑
九
に
近
く
、
畑
作
村
と
い
う
性
格
は
動
か
な
い
。
し
か
し
農
村
と
い
う
に
は
、

ま
り
に
貧
弱
で
、
ニ

0
ア
ー
ル
以
下
の
農
家
が
実
に
八
割
を
占
め
る
（
表
3
1
専
業
農
家
は
一
戸
も
な
く
、
第
二
種
兼
業
が
九
割
以
上
に

当
た
る
。
し
か
も
こ
う
し
た
状
態
は
、
最
近
の
動
き
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
大
正
六
年
刊
行
の
『
北
魚
目
郷
土
誌
』
に
よ
る
と
、
当
時

に
あ
っ
て
も
専
業
農
家
は
み
ら
れ
ず
、

成

｜面積｜（幽2)

田 Io. 44 I 1. 1 

構目地表 2

13.0 

65.1 

0.8 

1. 5 

17.9 

3.39 

17.00 

0.22 

0.40 

4.64 

林

野

地

畑

山

原

宅

一
戸
当
た
り
の
平
均
反
別
は
四
反
一
畝
と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
で
作
物
は
、
伝
統
的
に
イ
モ
・
ム

その他

100.0 

～10 

表 3 農家構成
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ギ
を
主
体
と
し
て
き
た
が
、

イ
モ
（
ア
ル
コ
ー
ル
用
）
は
乙
乙
一

0
年
間
、
価
格
は
横
ば
い
、

ム
ギ
は
と
て
も
採
算
に
あ
わ
な
い
。
そ
れ
で

裏
作
は
、
田
畑
と
も
ほ
と
ん
ど
全
面
放
棄
、
畑
作
も
便
利
な
地
点
に
か
ぎ
ら
れ
、
段
々
畑
は
ま
ず
休
耕
と
み
る
と
と
が
で
き
る
。
経
営
農

一
O
年
前
の
統
計
で
農
業
労
働
力
は
、
男
一
、
女
三
の
比
率
を
し
め

し
て
い
た
。
し
か
し
最
近
は
、

家
の
体
質
で
な
い
の
で
、
農
業
は
以
前
か
ら
女
性
化
が
は
げ
し
く
、

0
0
0円
、
女
一
、
二

O
O円
と

い
う
相
場
で
は
、
現
状
打
破
の
見
込
は
ま
ず
な
い
、

乙
れ
に
さ
ら
に
老
齢
佑
が
加
わ
っ
て
き
た
。
日
雇
に
出
れ
ば
、
男
二
、

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

畜
産
（
五
島
牛
）
も
農
業
生
産
額
の
六
%
を
占
め
る
に

み
か
ん
は
試
作
程
度
、
養
蚕
は
五
島
全
体
で
は
ブ

l
ム
の
観
を
呈
し
て
い
る
が
、

す
ぎ
ず
、

乙
乙
は
気
象
関
係
も
あ
っ
て
、
導
入
の
き
ざ

し
が
み
ら
れ
な
い
。
そ
菜
の
伸
び
が
注
目
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

と
い
う
乙
と
に
な
っ
て

そ
れ
で
労
働
力
の
点
で
は
、
農
林
業
（
四
三
%
）
に
は
劣
る
け
れ
ど
も
、
当
町
の
主
産
業
は
水
産
業
（
三
三
%
）
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網

綱

他

貝

延縄・ー本づり

置

の

き

刺

定

そ

採

ま
上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

く
る
（
表
4
）
。
事
実
、
四
五
年
度
の
実
績
で
、
農
業
生
産
一
億
六
千
万
円
に
対
し
て
、
漁

計

乙
の
魚
目
の
地
で
あ
っ
た
。
北
魚
目
第
一
漁
協
の
場
合
、

業
生
産
は
五
億
四
千
万
円
を
記
録
し
て
い
る
。
漁
協
は
北
魚
目
漁
協
〈
立
串
以
北
）
・
北
魚

目
第
一
漁
協
（
小
串
）
・
魚
目
漁
協
（
旧
魚
目
村
）
の
三
漁
協
を
数
え
る
が
、
中
心
は
共
同
経

営
の
定
置
網
に
置
か
れ
て
い
る
（
表
5
1
す
な
わ
ち
水
揚
高
の
八
割
は
、

こ
の
定
置
網
に

よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
。
も
と
も
と
有
川
湾
は
、
捕
鯨
・
イ
ル
カ
漁
を
も
っ
て
知
ら
れ
、

乙

れ
と
な
ら
ん
で
マ
グ
ロ
大
敷
網
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
。
藩
政
期
、
捕
鯨
の
運
上
金
は
五

O

O
両
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
明
治
以
降
、
ブ
リ
大
尽
と
し
て
著
名
な
日
向
の
日
高

民
が
定
置
網
を
張
っ
た
の
も
、

四



上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

四

乙
と
で
は
大
型
三
統
、
小
型
九
統
が
数
え
ら
れ
る
。
漁
獲
物
は
時
期
に
よ
っ
て
ち
が
っ
て
く
る
が
、
初
冬
か
ら
春
き
き
ま
で
の
ブ
リ
漁
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
。

一
日
で
六
、

e
O
O
O万
円
の
水
揚
を
記
録
し
た
と
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
定
置
の
ほ
か
は
、
ま
き
網
・
延
縄
な
ど

で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
沿
岸
漁
業
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。

一
本
づ
り
の
小
漁
師
も
、
三

O
O人
以
上
数
え
ら
れ
る
。
と
い

う
わ
け
で
漁
船
も
五
ト
ン
未
満
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
ご
五
一
般
）
で
、

乙
れ
に
船
外
機
付
一

O
O娘
、
無
動
力
船
一
一
一
一

O
般
と
い
う
わ
け

で
、
地
付
漁
業
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
。

（

1
）
西
村
次
彦
『
五
島
魚
目
郷
土
誌
』
昭
和
四
二
年
。

け
れ
ど
も
新
魚
目
町
の
漁
業
は
、
以
上
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。
以
西
底
曳
網
を
柱
と
し
た
ア
グ
リ
船
へ
の
雇
わ
れ
漁
夫
が
そ
れ
で

あ
る
。
奈
良
尾
や
平
戸
の
漁
船
を
主
と
し
て
い
た
が
、

東
シ
ナ
海
の
漁
業
規
制
が
き
び
し
く
な
っ
て
か
ら
は
、

千
葉
県
（
銚
子
）
の
船
に

乗
り
、
北
海
道
か
ら
三
陸
方
面
ま
で
出
漁
す
る
も
の
も
ふ
え
て
き
た
。
漁
業
会
社
か
ら
役
場
に
提
出
さ
れ
る
給
与
所
得
票
な
ど
に
よ
る

と
、
そ
の
数
九
O
O人
ぐ
ら
い
が
推
定
さ
れ
る
。
給
与
は
固
定
給
に
歩
合
を
加
味
し
た
も
の
で
、
月
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
中
学
卒
で
月

に
五
万
円
か
ら
六
万
円
、
し
た
が
っ
て
、
平
均
し
て
一

O
O万
円
は
固
い
と
い
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
と
れ
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
漁
夫
の
収
入

は
、
地
元
の
水
揚
額
を
抜
く
と
と
も
に
、
貧
村
に
も
か
か
わ
ら
ず
町
財
政
お
よ
び
町
民
経
済
を
大
き
く
支
え
て
い
る
ζ

と
に
な
る
。
わ
れ

わ
れ
の
対
象
世
帯
の
う
ち
に
も
、
乙
う
し
た
遠
洋
出
漁
の
漁
夫
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
乙
れ
ら
の
漁
夫
は
、
漁
場
が
東
シ
ナ
海
を
海
域
と

し
た
場
合
は
、
満
月
の
日
を
は
さ
ん
で
五
、
六
日
ぐ
ら
い
村
に
帰
っ
て
く
る
。
な
お
ア
グ
リ
網
は
、
高
齢
に
な
る
ま
で
船
に
乗
る
と
と
が

で
き
な
い
。
そ
れ
で
一
概
に
言
う
乙
と
は
で
き
な
い
が
、

ア
グ
リ
網
を
や
め
て
か
ら
、
地
元
の
定
置
網
や
小
漁
師
に
転
ず
る
、
と
い
う
傾

向
も
み
ら
れ
る
。



旧

慣

の

検

出

地
域
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
ま
た
折
に
触
れ
る
こ
と
に
し
て
、
早
速
、
わ
れ
わ
れ
の
問
題
に
入
る
ζ

と
に
し
た
い
。
は
じ
め
に
旧
慣
の

検
出
で
あ
る
。

と
い
っ
て
当
地
は
、
宗
門
帳
を
は
じ
め
、
参
考
と
な
る
藩
政
則
の
資
料
を
欠
い
て
い
る
。
わ
ず
か
に
残
ぢ
れ
て
い
る
の
は

明
治
初
年
の
旧
戸
籍
だ
け
で
あ
る
。
明
治
一
三
年
五
月
、
北
魚
目
村
外
一
村
戸
長
役
場
調
製
の
コ
戸
籍
帳
」
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
津
和

崎
郷
」
と
「
立
串
郷
」
の
二
本
を
み
る
と
、
絶
対
数
と
し
て
は
長
男
相
続
が
多
い
。

し
か
し
乙
れ
ら
が
果
し
て
長
子
家
督
の
線
に
沿
っ
て

い
た
か
ど
う
か
は
、
一
戸
籍
簿
の
う
え
か
ら
は
判
定
で
き
な
い
。
し
か
し
ど
う
や
ら
乙
の
鰻
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
事
例
も
、

か
な
り
現
わ
れ
て
く
る
。

閣

出

男

男

女

家蔵喜本島

ま
ず
長
男
の
分
家
と
出
養
子
と
で
あ
る
。
島
本
家
（
以
下
、
仮
名
）
は
、
津
和
崎
郷
の
居
住

一
戸
で
あ
る
が
、
親
は
長
男
の
芳
次
郎
を
分
家
（
年
次
不
詳
）
し
て
、
三
男
の
金
蔵
に
か
か
っ
た
。

次
男
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
長
男
と
三
男
と
の
あ
い
だ
は
、

一
一
歳
も
聞
い
て

蔵
続相

金
ロ－
H
妻

明
男向。

い
る
。
し
か
も
金
蔵
は
相
続
時
、
ま
だ
成
年
に
達
せ
ず
、
ま
た
結
婚
も
し
て
い
な
い
。
と
て

女

女

も
文
字
ど
お
り
の
相
続
と
は
思
え
な
い
。
お
そ
ら
く
父
が
そ
の
ま
ま
宰
配
を
ふ
る
っ
て
い
た

長

2

一
一

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

に
し
て
も
金
蔵
の
下
に
は
弟
が
い
な
い
の
で
、

乙
れ
は
形
の
う
え
で

は
末
子
相
続
と
い
う
乙
と
に
な
っ
て
く
る
。
次
は
長
男
の
出
養
子
で
あ
る
。

こ
の
山
田
家
は

立
串
郷
の
居
住
戸
で
あ
る
が
、

五
郎
市
の
跡
は
十
吉
が
継
い
だ
。
し
か
し
乙
の
十
吉
は
長
男

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

回一－



上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

四
四

で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
同
郷
の
松
下
家
の
と
乙
ろ
を
み
る
と
、

実
父
山
田
五
郎
市
長
男

養
父

松
下
庄
八
亡

出

続

養

相

家

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
十
吉
の
続
柄
に
つ
い
て
は
記
述
を
欠
い
て
い
る
が
、
出
生
年
か
ら
し

て
あ
き
ら
か
に
四
郎
八
の
弟
で
あ
る
。

山間五郎市

五郎市ー「四郎八
｜｜ ｜ （天保14ー）

セン｜
」十吉

（嘉永1ー）
｜｜ 

Jレイ
（嘉永3ー）

一
戸
主
松
下
四
郎
八

天
保
十
四
年
三
月
一
日
生

寸；2女

長男

2男

家

" 一一ー 元治it日続
: i庁次郎~矧・岩五郎一一「長男l川寸－） t I i I II ト2女

I : I II 」 3女
！妻ヘ｜金
』 ーー」 ,,1 
明6隠居分家 I 

｜ 明治9相続
」 2男・又助

（務永6ー）

｜｜ 

妻

真鴻岩五郎

け
れ
ど
も
次
の
諸
例
は
、

乙
れ
ら
と
分
封
の
ス
タ
イ
ル
を
別
に
し
て
い
る
。

真
浦
清
次
郎
家
（
禅
和
崎
郷
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

当
家
の
家
族
構
成
は
、

記
載
の
か
ぎ
り

で
は
、
別
図
の
よ
う
に
な
る
。
長
男
・
岩
五
郎
は
元
治
元
年
、
父
・
清
次
郎
の
跡
を
継
い
だ
。

清
次
郎
の
歳
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
年
、
岩
五
郎
は
二
八
歳
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
か

ら
七
年
た
っ
て
、
父
の
清
次
郎
が
隠
居
す
る
。
「
明
治
六
年
十
二
月
十
二
日
、
九
百
七
拾
五
番

戸
ヨ
リ
隠
居
後
分
家
ス
」
と
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
と
の
と
き
次
男
・
又
助
を
連
れ
て
出
た
。

も
っ
と
も
又
助
と
兄
・
岩
五
郎
と
の
あ
い
だ
は
、

一
七
歳
も
聞
い
て
い
る
。
又
助
が
次
男
だ

っ
た
か
ど
う
か
も
疑
問
で
あ
る
。

そ
し
て
と
の
又
助
が
、

乙
れ
ま
た
明
治
九
年
に
「
相
続
」

す
る
。
又
助
、
二
三
歳
の
と
き
で
あ
る
。
な
お
別
図
中
、
又
助
の
妻
子
は
戸
籍
調
製
後
の
結



婚
・
出
生
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
が
、

に
な
る
。

と
も
か
く
こ
れ
は
隠
居
分
家
の
姿
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
隠
居
家
に
も
「
相
続
」
が
あ
り
え
た
乙
と

同
じ
よ
う
な
例
は
、
立
串
郷
で
も
か
な
り
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば
柴
田
丈
三
郎
の
父
・
十
吉
（
文
政
一
二
年
生
）
は
、
「
明
治

（
明
治
一
三
年
生
）

源
三
郎
が
本
当
の
五
男
だ
っ
た
か
、

十
六
年
四
月
十
四
日
丙
八
百
参
番
一
戸
へ
隠
居
後
分
家
」
し
た
。
そ
し
て
十
吉
の
条
に
は
、
一
委
・
ミ
ツ
と
並
ん
で
「
嗣
子
五
男
柴
田
顕
三
郎
」

年
齢
の
点
か
ら
疑
問
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、

た
だ
隠
居
家
が

と
記
さ
れ
る
。

キ
d

き
の
真
浦
家
と
同
じ
で
あ
る
。
同
郷
の
福
田
甚
太
郎
の
父
・
伝
十
（
文
化
一
四
年
生
）
は
、

「
嗣
子
」
を
持
っ
た
点
は
、

「
明
治
十
五
年

が
、
三
次
郎
と
そ
の
妻
、

つ
ま
り
両
親
は
と
の
元
吉
と
同
居
し
て
い
る
。

八
百
拾
番
戸
福
田
甚
太
郎
籍
ヨ
リ
隠
居
後
別
家
ニ
付
送
籍
」
と
な
っ
た
。こ

れ
が
長
男
・
次
男
に
事
故
が
あ
っ
て
の
同
居
な

四
月
二
十
七
日

と
こ
ろ
で
、

山
田
元
吉
は
父
・
三
次
郎
の
三
男
で
あ
る

し
か
し
そ
う
で
は
な
い
。
元
吉
の
条
に
は
、
「
十
年
八
月
五
日
分
家

ら
、
は
な
し
は
別
で
あ
る
。

年
五
月
十
五
日
当
村
八
百
五
拾
番
戸
ヨ
リ
編
入
」
と
あ
る
。
ど
う
や
ら
隠

居
分
家
の
形
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
う
し
た
隠
居
家
の
「
嗣
子
」
の
う
ち
に
は
、

乙
れ
を
当
時
の

「
兵
隊
の
が
れ
」
に
利
用
し
た
ふ
し
も
み
ら
れ
る
。
吉
田
金
蔵
家
（
立
串
郷
）

が
そ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
金
蔵
と
そ
の
妻
と
は
、
明
治
一
四
年
一

O

月
二
七
日
、

「
隠
居
シ
二
男
留
五
郎
籍
ニ
入
」
っ
た
。

金
蔵
五
二
歳
、

長
男
・
与
五
郎
一
一
一
歳
の
と
き
で
あ
る
（
別
図
参
照
）
。

と
と
ろ
が
乙
の
隠

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

当
村
弐
百
五
拾
壱
番
一
戸
ヲ
分
ヶ
、
十
七

家

i「長男・与五郎
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上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

四
ノ、

居
は
、

夫
婦
だ
け
の
隠
居
で
は
な
い
。

男
・
伊
勢
三
と
娘
チ
エ
の
条
に
は
、

「
兄
留
五
郎
籍
ニ
父
母
ト
共
ニ
出
ル
」

し
か
も
独
身
で
あ
る
。
「
分
家
禁
止
令
」
（
明
治
一
一
年
発
令
）
の
関
係

と
記
さ
れ
る
。

あ
き
ら
か
に
隠
居
分
家
で
あ
る
。

し
か
し
留
五
郎
は
当
時
一
九
歳
、

で
、
留
五
郎
の
分
家
は
ま
だ
で
き
な
い
。
た
だ
五

O
歳
以
上
の
父
親
が
隠
居
す
れ
ば
、

そ
の
嗣
子
は
免
役
に
持
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
か
し
隠
居
分
家
も
一
一
戸
主
ル
て
認
め
ら
仇
ι

れ
ば
、
次
男
の

留
五
郎
も
こ
の
隠
居
家
の
嗣
子
と
し
て
、
同
じ
く
免
役
の
恩
典
に
浴
す
こ
と
が
で
き
る
。
果
し
て
そ
の
と
お
り
で
あ
に
っ
た
か
ど
う
か
、
一
乙

と
い
う
の
は
翌
一
七
年
三
月
、
三
男
・
伊
勢
三
は
兄
・
与
五
郎
の
養

し
て
普
通
の
隠
居
な
ら
ば
、

こ
の
免
役
は
長
男
の
与
五
郎
に
適
用
さ
れ
る
。

の
点
は
不
明
で
あ
る
が
、

た
だ
そ
の
気
配
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。

嗣
子
と
な
り
、
次
い
で
戸
主
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
父
親
は
、
三
男
の
「
兵
隊
の
が
れ
」
ま
で
考
え
」
k
hら
し
い
）
。

一六

年
に
な
さ
れ
た
徴
兵
令
の
改
正
で
は
、

「
免
役
」
は
す
べ
て
「
猶
予
」
に
改
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
こ
の
「
猶
予
」
に
当
た
る
の
は
、
六
O

蔵
以
上
の
戸
主
の
跡
と
り
、
不
具
廃
疾
の
一
戸
主
の
跡
と
り
、

そ
れ
に
現
一
戸
主
の
三
者
に
し
ぼ
ら
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
。
伊
勢
三
を
救
う
に

は
、
戸
主
に
な
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
。

こ
う
し
て
長
男
の
与
五
郎
は
、
二
四
歳
の
若
さ
で
隠
居
（
9
・
）
す
る
乙
と
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
以

上
の
一
円
籍
記
載
が
、

そ
の
ま
ま
事
実
ぞ
伝
え
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
保
証
の
か
ぎ
り
で
は
な
い
。
し
か
し
隠
居
分
家
と
い
う
慣
行
が
あ
っ

て
、
乙
れ
を
徴
兵
令
と
い
う
新
し
い
事
態
に
利
用
し
た
。
そ
の
へ
ん
ま
で
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
以
上
の
諸
例
か
ら
す
る
と
、
戸
籍
上
は
長
男
相
続
が
絶
対
数
と
し
て
は
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

乙
れ
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
蔽

わ
れ
て
い
る
と
み
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
末
子
相
続
式
の
慣
行
も
、
ま
た
隠
居
分
家
式
の
そ
れ
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
子
ど
も
に
は
扶
養
さ
れ
な
い
、
完
全
隠
居
ら
し
い
も
の
も
現
わ
れ
て
く
る
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
柴
田
勇
平
は
、
明

治
二
ハ
年
、

せ
が
れ
清
助
の
相
続
と
と
も
に
「
隠
居
」
し
た
。
勇
平
五
六
歳
、
清
助
二
九
歳
で
、
清
助
に
は
す
で
に
当
歳
の
男
子
が
あ
っ
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平勇国柴
と
こ
ろ
で
わ
れ
わ
れ
の
課
題
は
、

と
と
ろ
が
翌
一
七
年
一
月
に
は
、

付
送
籍
」
と
な
っ
て
い
る
。
隠
居
し
て
か
ら
半
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
清
助
に
弟
が
い
た
ら
、
隠
居

た。

勇
平
と
妻
・
ヒ
デ
と
は
、
「
乙
八
百
七
拾
九
番
戸
へ
転
住

分
家
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

と
の
場
合
は
完
全
隠
居
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

引
用
し
た
明
治
初
年
の
一
戸
籍
に
は
、
む
ろ
ん
宗
教
関
係
の
記
載
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
以
上
の
諸

例
に
つ
い
て
、
信
仰
別
の
識
別
は
で
き
な
い
。
た
だ
現
在
の
姓
氏
か
ら
す
れ
ば
、
吉
田
家
を
別
に
し

”υ
岬
り

て
、
他
は
地
下
の
居
住
戸
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
調
査
中
、
地
下
は
長
子
家
督
で
、

乙
れ
か
ら
逸
脱
し
た
慣
行
は
居
付
の
人
た
ち
だ
け
、

と
い
っ
た
回
答
に
接
す
る
乙
と
が
多
か
っ
た
。

ま
た
現
住
一
戸
か
ら
聴
取
し
た
実
例
か
ら
も
、
地
下
に
は
い
ち
お
う
長
男
相
続
の
線
を
確
か
め
る
と
と

が
で
き
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
初
年
の
戸
籍
に
も
と
づ
く
か
ぎ
り
、
長
男
相
続
か
ら
の
逸
脱

は
、
居
付
の
人
た
ち
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
地
域
全
体
の
傾
向
と
い
っ
た
印
象
が
強
い
。

資
料
整
理
の
仕
方

姿
に
向
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
さ
い
分
析
の
仕
方
と
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
が
育
砂
ヶ
浦
で
と
っ
た
の
と
同
じ
も
の
を
用
い
る
と
と
に
し

こ
う
し
た
過
去
の
究
明
・
復
元
に
あ
る
の
で
は
な
い

Q

分
析
は
、
現
住
キ
リ
シ
タ
ン
家
族
の
分
封
の

次
の
よ
う
で
あ
る
。

た
。
将
来
、
岡
地
点
を
比
較
す
る
よ
う
な
場
合
、
こ
の
ほ
う
が
便
宜
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
こ
の
仕
方
を
再
録
す
る
と
、

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

四
七



上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

す
な
わ
ち
本
調
査
で
は
、
親
子
関
係
と
い
う
セ
ッ
ト
を
構
成
し
た
。
そ
し
て
と
の
セ
ッ
ト
は
、
次
の
条
件
の
も
の
に
か
ぎ
っ
て
構
成
し
、

四
/¥ 

(1) 
そ
れ
に
該
当
し
な
い
も
の
は
除
外
し
た
。

子
の
側
に
兄
弟
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ひ
と
り
子
、
ま
た
は
子
が
姉
妹
ば
か
り
の
場
合
は
、
乙
れ
を
と
ら
な
い
。

(2) 

乙
の
複
数
男
子
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
人
は
相
続
・
分
家
な
ど
の
家
行
為
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
複
数
男
子
が
い
て
も
、

(3) 
乙
れ
ら
が
み
な
未
婚
の
場
合
は
セ
ッ
ト
か
ら
外
さ
れ
る
。
親
が
ま
だ
若
い
核
家
族
が
、

だ
か
ら
全
部

乙
の
セ
ッ
ト
の
構
成
員
の
う
ち
、

ほ
ぼ
ζ

れ
に
該
当
す
る
。

当
該
家
行
為
の
当
事
者
の
少
な
く
と
も
一
人
〈
親
を
含
む
）
が
在
村
し
て
い
る
。

が
離
村
し
、
あ
る
い
は
死
に
た
え
た
場
合
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
。

一
人
に
か
ぎ
ら
な
い
。

そ
れ
で
乙
の
聴
取
の
相
手
方
は
、
当
事
者
な
ら
ば
、
だ
れ
で
も
よ
い
。
親
で
あ
ろ
う
と
、
子
で
あ
ろ
う
と
か
ま
わ
な
い
。
ま
た
特
定
の

多
く
在
村
の
世
帯
主
ま
た
は
そ
の
父
（
隠
居
）
と
い
う
乙
と
に
な
っ
て
く
る
。
た
だ

し
か
し
実
際
の
被
問
者
は
、
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以
上
の
規
定
か
ら
す
れ
ば
、
も
う
ひ
と
つ
き
か
の
ぼ
っ
た
親
子
関
係
の
場
合
も
出
て
く

る
。
父
と
祖
父
と
の
あ
い
だ
の
親
子
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
乙
れ
が
さ
き
の

ωか
ら

ω

ま
で
の
条
件
に
該
当
し
て
い
れ
ば
、

乙
の
親
子
関
係
も
有
効
な
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
く
る

（
別
図
参
照
）
。
し
か
し
と
う
し
た
セ
ッ
ト
は
、
当
然
、

そ
の
数
が
少
な
く
な
る
。
と
と

も
に
、
本
調
査
で
は
一
戸
籍
の
照
合
を
不
可
欠
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
湖
及
に
は
、

お
の
ず
か
ら
そ
の
限
度
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

乙
の
よ
う
に
や
や
異
例
の
措
置
に
出
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
。
隠
居



分
家
型
を
含
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
以
上
、

こ
う
し
た
措
置
に
出
ざ
る
を
え
な
い
、
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
こ
と
は
、
末

子
相
続
型
を
分
析
す
る
場
合
と
対
照
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
、
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
末
子
相
続
型
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
「
相
続
」
の
指

棋
と
し
て
、

こ
れ
ま
で

ω家
屋
敷
の
継
承
、

ω位
牌
の
授
受
、

ω老
後
の
扶
養
の
三
点
を
と
り
あ
げ
て
き
た
。
ま
た
乙
れ
に

ω隠
居
分
の

継
承
を
加
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
だ
末
子
相
続
と
い
っ
て
も
、
跡
と
り
は
末
子
に
な
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
む
し
ろ
続
柄
に
は
こ
だ
わ

ら
な
い
の
が
、
本
来
の
姿
で
あ
る
。
し
か
し
乙
の
三
な
い
し
四
の
指
標
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
同
一
人
に
帰
着
し
た
。
と
い
う
わ
け
で
在

住
一
戸
の
分
類
に
あ
っ
て
は
、

か
な
り
た
や
す
く
「
相
続
戸
」
と
「
分
家
」
と
を
類
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
ま
り
こ
れ
ら
を
継
承
し
た
の
が

「
相
続
戸
」
、
そ
う
で
な
い
の
が
「
分
家
」
で
あ
る
。
そ
れ
で
面
接
は
、
特
別
の
場
合
を
除
い
て
、
こ
の
「
相
続
戸
」
の
戸
主
に
対
し
て
お
こ
な
わ

も
と
い
え

れ
た
。
な
お
こ
の
類
別
が
た
や
す
か
っ
た
の
は
、
だ
い
た
い
末
子
相
続
で
は
、
親
と
相
続
人
と
は
ず
っ
と
本
家
を
動
か
な
い
。
だ
か
ら
相

続
人
は
居
た
ま
ま
で
家
屋
敷
を
継
ぐ
し
、
位
牌
も
乙
の
本
家
に
安
置
注
れ
て
い
る
。
ま
た
相
続
人
が
動
か
な
い
か
ら
、

か
れ
は
当
然
、
老

親
の
扶
養
者
と
い
う
乙
と
に
な
っ
て
く
る
。
扶
養
の
実
績
が
あ
る
の
で
、
隠
居
分
は
問
題
な
く
、
か
れ
の
所
有
に
帰
す
る
乙
と
に
な
る
。

し
か
し
隠
居
分
家
の
場
合
は
、

こ
う
し
た
同
一
人
へ
の
帰
着
が
で
き
な
い
。
む
し
ろ
分
散
の
傾
向
を
と
っ
て
く
る
。
な
る
ほ
ど
長
男
は

家
屋
敷
を
受
け
つ
い
だ
。
け
れ
ど
も
親
た
ち
は
、

そ
の
家
を
出
る
の
で
、
か
れ
が
扶
養
者
に
な
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
も
っ
と
も
複
式
隠

日
出
分
家
に
な
る
と
、
親
は
晩
年
に
な
る
と
、
長
男
の
と
こ
ろ
に
戻
る
と
い
わ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
の
場
合
に
は
、
長
男
は
扶
養
者
に
な
る
だ

ろ
う
が
、

し
か
し
終
始
同
居
し
た
あ
げ
く
の
扶
養
者
と
は
、

お
の
ず
か
ら
区
別
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
単
式
隠
居
分
家
の
あ
げ
く
、
隠

日
出
世
帯
を
構
え
れ
ば
、

乙
れ
は
完
全
隠
居
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、

乙
の
場
合
に
は
扶
養
者
を
欠
く
か
、
兄
弟
中
の
共
同
扶
養
と
い
う
乙

と
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
か
ら
隠
居
分
家
の
結
果
、
親
は
末
子
家
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
、
と
す
る
報
告
も
多
い
。
と
す
れ
ば
と
こ
で
は
、

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

四
九



上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

五。

家
屋
敷
は
長
男
、
扶
養
は
末
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
家
屋
敷
の
継
承
と
扶
養
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
結
び
つ
か
な
い
。
な
お

位
牌
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
場
合
に
は
、

こ
れ
が
無
い
。
そ
れ
か
ら
一
部
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
よ
う
に
、
位
牌
が
親
と
と
も
に
転
々
す
る
こ
と

に
な
る
と
、

そ
の
行
方
に
つ
い
て
も
予
断
を
許
さ
な
い
。
ま
た
隠
居
分
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
諸
調
査
で
も
、

乙
れ
が
か
な
ら
ず
あ
る

と
は
か
ぎ
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
指
標
と
し
て
の
妥
当
性
が
、
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
と
い
う
わ
け
で
無
理
に
「
相
続
一
円
」
を
確
定
し
て
、

乙
れ
を
対
象
戸
と
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
前
述
の
よ
う
に
、
親
子
の
セ
ッ
ト
を
設
定
す
る
。
そ
し
て
こ
の
セ
ッ
ト
の
な
か
で
家
族
分
封
の

プ
ロ
セ
ス
を
さ
ぐ
っ
て
み
る
。
そ
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
、

と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

だ
が
そ
れ
に
し
て
も
、

な
に
か
類
型
化
し
て
、

こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
跡
を
追
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
い
や
乙
の
プ
ロ
セ
ス
に
則
し
て
、

類
型
化
す
る
乙
と
が
望
ま
し
い
。
乙
う
し
て
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
指
標
と
し
て
、

わ
れ
わ
れ
は
家
屋
敷
の
授
受
に
注
目
し
て
み
た
。
そ
し

て
乙
の
手
続
は
、
次
の
二
段
が
ま
え
と
な
っ
て
く
る
（
表
6
）
。
基
本
的
に
は
、
本
表
の
よ
う
に
三
類
型
に
な
る
と
思
う
が
、

こ
れ
に
第
二

段
の
プ
ロ
セ
ス
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
ま
ず
A
の
場
合
、
次
三
男
以
下
は
新
居
を
つ
く
っ
て
出
る
の
で
、

乙
れ
に
は
問
題
は
な
い
。
し
か

し
B
と
Z
と
で
は
、

こ
の
次
三
男
を
ど
う
分
封
す
る
か
が
検
討
さ
れ
な
く
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
ま
ず
B
の
場
合
、
次
男
が
成
人
し

た
あ
と
、
現
在
の
家
を
も
ら
っ
て
親
た
ち
が
新
居
を
つ
く
っ
て
出
れ
ば
、

乙
れ
は
長
男
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
や
り
方
を

三
男
以
下
に
も
及
ぼ
せ
ば
、
分
封
の
仕
方
と
し
て
の
一
貫
性
が
認
め
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
次
男
に
新
居
を
与
え
て
、
親
た
ち
が
そ
の
ま
ま

居
残
る
ゲ
l
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
三
男
以
下
に
も
、
旧
屋
を
与
え
る
か
、

そ
れ
と
も
新
居
を
つ
く
る
か
、

の
二
つ
の
場
合
が
出
て
く

る
。
要
す
る
に
長
男
に
対
し
て
と
っ
た
措
置
が
、
次
三
男
以
下
に
は
一
貫
し
な
い
例
で
あ
る
。
な
お
同
様
な
事
態
は
、

Z
に
お
い
て
も
お

乙
り
う
る
。
す
な
わ
ち
長
男
に
新
居
を
与
え
て
、
次
男
以
下
に
も
同
じ
措
置
に
出
れ
ば
、

そ
乙
に
は
一
貫
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
次



楳

1. 

c.長男が家屋敷の継承者ではなかった。

型

化

A.長

B.隠

c.末 型

（長男旧居）
非一貫型

A 
A 

の

男
に
い
ま
い
る
家
を
や
っ
て
、
親
た
ち
が
出
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

2. 

貫

型類

型

型

続

表 7

子

居

子

担

分

相

型

型

A 
ロ

三
男
以
下
に
も
、
こ
う
し
た
二
つ
の
道
が
ひ
ら
け
て
く
る
。

つ
ま
り
一

指

長男が家の継承者であった。

A.親がそのままこの家に同居した。

B.親が別の家1r.家族をともなって別居した。

の

続

家

D.混

E.混

貫
性
を
欠
い
た
場
合
で
あ
る
。

こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
類
型
化
し
て
み
た
（
表
7
1

そ
れ
で

B
と
D
と
で
は
、
長
男
に
本
家
を
与
え
た
と
い
う
点
で
、
ス
タ
l

ト
台
で
は
一
致
す
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
で
、

一
貫
性
を
も

封分

つ
の
が

B
、
も
た
な
い
の
が

D
と
い
う
乙
と
に
な
る
。
な
お
乙
の

D
の

場
合
、
次
男
以
下
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
道
が
ひ
ら
け
て
い
る
の
で
、

こ
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
セ
ス
の
内
容
は
、
さ
ら
に
複
雑
な
も
の

そF. 

と
な
っ
て
く
る
。
が
、

乙
の
内
容
は
あ
え
て
無
視
し
て
、
長
男
と
は
ち

の化型類表 6と
D
と
に
対
し
て
、

が
っ
た
措
置
を
と
っ
た
場
合
を
混
合
型

D
と
し
て
一
括
し
た
。
こ
の

B

一
致
し
て
く
る
。
そ
し
て
C
で
は
、

乙
の
長
男

C
と
E
と
に
あ
っ
て
は
、
長
男
に
新
居
を
与
え
た
。
こ
の
点
で
は
、

場
合
を
予
想
し
て
の
設
定
で
あ
っ
た
。

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

乙
の
一
貫
性
を
欠
い
て
く
る
。
ま
た

F
は、

そ
の
他
の

へ
の
措
置
と
同
じ
も
の
が
、
次
男
以
下
に
も
及
ほ
さ
れ
る
。
と
乙
ろ
が

E
で
は
、

な
お
こ
の
類
型
化
と
ク
ロ
ス
さ
せ
て
、
親
と
最
終
的
に
同
居
し
た
子
ど
も
に
つ
い
て
も
、

乙
の乙
扶、れ
養、を
者、分
と類
いし
うて
表み
現た
は。
、こ

かの
な同
り居
微者
妙は
な、

お
そ
ら
く
老
後
の
扶
養
者
と
読
み
か
え
て
も
よ
い
。
し
か
し
完
全
隠
居
が
実
現
す
れ
ば
、

五



上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
狭
分
封

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

も
の
と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
で
最
終
の
同
居
者
と
い
う
乙
と
ば
で
整
理
す
れ
ば
、
そ
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
に
ニ
大
別
さ
れ
る
。
な

五

、いも
の
と
は
、

い
ま
述
べ
た
完
全
隠
居
の
場
合
で
あ
る
。
ま
た
分
封
行
為
の
完
了
前
に
親
た
ち
が
死
亡
す
れ
ば
、
最
終
の
同
居
と
い
う
乙

と
自
体
が
成
立
し
な
い
。
な
お
最
終
の
同
居
者
の
い
る
場
合
は
、

乙
れ
を
従
来
の
手
法
に
し
た
が
っ
て
、
長
子
・
仲
兄
・
末
子
の
三
者
に

区
別
し
た
。
た
だ
最
終
の
同
居
者
な
の
で
、
分
封
行
為
が
ま
だ
末
子
に
ま
で
及
ぱ
ず
、
い
わ
ば
進
行
中
・
継
続
中
の
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

続
柄
別
の
分
類
は
で
き
江
い
わ
け
で
あ
る
。

（1
）
以
上
、
資
料
整
理
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
五
島
カ
ト
リ
ッ
ク
の
家
族
分
封
』
四
八
l
五
三
頁
参
照
。

四

分
封
型
の
分
類

そ
乙
で
以
上
の
よ
う
な
整
理
の
仕
方
に
沿
っ
て
、
調
査
結
果
を
し
め
す
と
と
に
な
る
が
、

た
だ
そ
の
ま
え
に
セ
ッ
ト
に
到
達
す
る
ま
で

の
過
程
に
つ
い
て
、
簡
単
に
述
べ
て
お
く
乙
と
に
し
た
い
。
調
査
当
時
、
上
小
串
は
六
六
声
、
上
立
串
は
三
五
一
戸
、
計
一

O
一
戸
を
数
え

た
。
そ
の
姓
別
の
分
類
は
、
表
8
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
三
ニ
姓
の
多
き
に
の
ぼ
る
が
、
し
か
し
二
戸
以
上
の
姓
だ
け
だ
と
、

三
姓
に
か
ぎ
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
最
多
姓
の
宇
野
（
一
七
戸
）
は
、
両
部
落
に
ま
た
が
る
け
れ
ど
も
、

同
じ
く
両
部
落
に
わ
た
る
の
は
大

瀬
良
（
八
戸
）
、

夫
津
木
（
六
戸
）
、

船
倉
（
五
戸
）
、

山
口
（
二
戸
）

だ
け
で
あ
る
。

他
は
、
ど
ち
ら
か
の
部
落
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
そ
乙
で

乙
の
一

O
二
戸
の
う
ち
、

い
わ
ゆ
る
「
対
象
外
」
を
除
く
と
、
上
小
串
三
八
戸
、
上
立
串
二
五
戸
、
計
六
三
戸
が
残
さ
れ
る
（
表
9
参
照
）
。

「
対
象
外
」
の
う
ち
、
「
ひ
と
り
子
・
養
子
」
は
、
さ
き
の

ω、
「
非
該
当
」
は

ωに
当
た
り
、
「
非
本
籍
」
は
転
入
一
戸
で
、
住
民
と
家
関
係

を
も
た
な
い
世
帯
の
こ
と
で
あ
る
。
と
乙
ろ
で
乙
の
残
票
六
三
戸
は
、

さ
ら
に
四
一
の
セ
ッ
ト
に
整
理
さ
れ
る
。
乙
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
対



象
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

終
わ
っ
た
。
不
能
票
の
う
ち
、 と

の
う
ち
上
小
串
八
、
上
立
串
の
二
、
計
一

O
セ
ッ
ト
は
、
調
査
不
能
に

一
セ
ッ
ト
は
面
接
を
お
こ
な
っ
た
が
、
要
領
を
え
な
い
た
め
、
整
理

あ
る
。

段
階
で
不
能
に
落
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
七
セ
ッ
ト
は
面
接
す
べ
き
対
象
者
を
欠
い
た
事
例
で

わ
れ
わ
れ
の
い
う
当
事
者
が
遠
洋
に
出
漁
中
の
た
め
、

る
。
関
連
事
項
は
別
と
し
て
、

面
接
で
き
な
か
っ
た
ケ
l
ス
で
あ

し
て
も
、

不
明
な
点
を
残
し
、

あ
る
い
は
あ
い
ま
い
な
回
答
し
か
戻
っ
て
こ
な
い
。

分
封
の
事
情
や
財
産
分
与
の
様
態
な
ど
は
、
た
と
え
家
人
か
ら
聴
取

乙
れ
ら
は
当

面
、
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
四
一
票
中
、

類分5)1] 氏姓表 8

一
O
票
の
不
能
票
、
す
な
わ
ち
回
収
率
に
し

言十

7

1
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上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

て
七
六
%
と
い
う
の
は
、
計
数
処
理
を
ひ
と
つ
の
作
業
と
し
て
い
る
乙
の
調
査
の
場
合
、
か

な
り
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
が
、

や
む
を
え
な
い
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ

で
以
下
の
諸
表
で
出
て
く
る
数
字
も
、

乙
れ
に
は
絶
対
的
な
価
値
は
な
い
。
た
だ
乙
の
欠
陥

を
お
ぎ
な
う
た
め
に
、
本
稿
で
は
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
事
例
を
掲
げ
る
乙
と
に
し
た
。

そ
こ
で
有
効
な
セ
ッ
ト
を
、

さ
き
の
類
型
化
に
し
た
が
っ
て
分
類
す
る
と
、
表
日
の
よ
う

に
な
る
。
な
お
こ
乙
で
は
上
小
串
・
上
立
串
と
い
う
部
落
別
の
数
字
は
省
い
て
、

こ
れ
を
一

括
し
て
お
い
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
が
属
す
る
小
串
郷
・
立
串
郷
は
、

か
な
り
そ
の
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
両
キ
リ
シ
タ
ン
部
落
に
関
し
て
は
、

こ
の
差

異
は
き
わ
め
て
僅
少
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
傾
斜
地
に
立
地
し
て
、

し
か
も
あ
い
接
し
、

あ
し、

連
続
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
三
一
セ
ッ
ト
の
う
ち
に
は
、

ま
だ
兄
弟
全
部
の
分
封
が
完
了

し
て
い
な
い
七
セ
ッ
ト
が
含
ま
れ
る
。
そ
れ
で
こ
れ
ら
を
除
い
た
数
値
は
、
同
表
右
項
の
よ

う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
全
事
例
で
は
、
長
子
相
続
型
が
三
五
%
を
占
め
る
。
ほ
ぼ
三
分
の
一

の
出
現
率
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

乙
れ
以
外
の
も
の
を
非
長
子
相
続
型
と
し
て
一
括
す
れ

ば
、
長
子
相
続
と
い
う
通
臼
本
的
な
パ
タ
ー
ン
か
ら
の
逸
脱
例
が
、

お
よ
そ
二
倍
に
当
た
る

乙
と
に
な
る
。
次
に
乙
の
非
長
子
相
続
型
の
内
訳
と
し
て
は
、
隠
居
分
家
型
が
二
九
%
、
末

子
相
続
型
が
二
五
%
と
、
両
者
が
ほ
と
ん
ど
並
ん
で
く
る
。
混
合
型
は
、
両
タ
イ
プ
と
も
少
数

類分型

例

封

一

事

分
一
全

表 10

五
四

例

(37. 5) 

(29.2) 

(20.9) 

( 8.3) 

( 4.1) 
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河
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h
n
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ム
ロ
ム
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i
n
w
d
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E
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噌
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噌
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分
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型

型

子

居

子

長

隠

末

混

混

24 (100. 0) 7 31 (100.0) 昔1・



に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
以
上
の
型
以
外
の
例
は
、
本
調
査
で
は
検
出
で
き
な
か
っ

た
。
そ
れ
か
ら
完
結
例
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
小
差
は
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

傾
向
と
し
て
は
全
事
例
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
な
お
混
合
型
が
少
数
に
と
ど
ま

っ
た
と
と
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
こ
の
両
型
は
、
前
述
の
よ
う
に
長
男
に
と
っ
た

措
置
が
次
三
男
の
と
き
変
更
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
そ
し
て
乙
れ
が
僅
少
に
と
ど

ま
っ
た
と
い
う
乙
と
は
、
裏
か
ら
す
れ
ば
分
封
の
ス
タ
イ
ル
に
は
一
貫
し
た
も
の

が
期
待
ぢ
れ
て
い
る
。
そ
う
み
る
乙
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
が
、

い
ず
れ
に
し

て
も
計
数
的
に
は
、
長
子
相
続
型
・
隠
居
分
家
型
・
末
子
相
続
型
、

乙
の
三
者
の

並
行
な
い
し
雁
行
を
指
摘
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
表
口
は
、
長
男
の
分
封
開
始
の
時
期
を
戦
前
と
戦
後
と
に
分
け
た
結
果
で

あ
る
。
乙
れ
に
よ
る
と
、
明
治
初
年
の
戸
籍
で
は
隠
居
分
家
式
の
分
封
が
か
な
り

検
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
前
に
お
い
て
乙
の
タ
イ
プ
が
絶
対
リ
ー
ド
し

て
い
た
と
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
わ
ず
か
に
混
合
型

D
と
の
合
算
に
よ
っ
て
、

相
対
的
な
リ

l
ド
が
推
定
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
ま
た
末
子
相
続
型
も
、
戦
前
・

戦
後
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
異
例
は
む
し
ろ
長
子
相
続
の
場
合
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
乙
乙
で
は
、

一
例
を
除
い
て
、
他
は
戦
後
に
属
し
て
い
る
。
戦
後
は
法

L

ム
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

類分的代時の型封分表 11

計
一一一一

長子相続 1 t 9.11 1l gi~5~ 8.3 

隠居 分 家 5 t~~：~~ 一 9 g~~o~ 
末子相続 4 t~~: ~1 3 tf~:~1 1 tl2. 51 8 gg~s1 100 
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上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

の
改
正
で
、

「家」

の
相
続
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
長
子
家
督
も
法
文

の
う
え
か
ら
は
姿
を
消
し
た
。
だ
か
ら
ど
の
子
ど
も
が
跡
を
と
ろ
う
と
、
か

ま
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
乙
こ
で
は
戦
後
に
長
子
相
続
が
集
中

し
て
、
戦
前
は
一
例
だ
け
と
い
う
結
果
が
し
め
さ
れ
る
。
ま
乙
と
に
奇
妙
で

あ
る
。
長
子
相
続
型
の
究
明
は
、
家
族
周
期
そ
の
他
の
点
か
ら
、
後
節
で
果

し
た
い
と
思
う
が
、
当
面
、
対
象
地
の
場
合
、
戦
前
に
あ
っ
て
も
長
子
相
続

は
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
ま
ず
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

次
に
最
終
の
同
居
者
に
つ
い
て
な
が
め
る
と
、
表
ロ
の
と
お
り
で
あ
る
。

た
だ
分
封
の
完
結
し
て
い
な
い
七
例
は
、
当
然
、

こ
れ
が
除
か
れ
る
。
乙
の

最
終
の
同
居
者
は
、
前
述
の
よ
う
に
、

ほ
ぽ
最
終
の
扶
養
者
と
読
み
か
え
て

よ
い
わ
け
で
あ
る
が
、

と
こ
ろ
で
本
表
に
よ
る
と
、

こ
う
し
た
同
居
者
を
も

っ
た
の
が
一
八
例
（
七
五
%
）
、
欠
い
た
の
が
六
例
（
二
五
%
）
と
い
う
乙
と
に

な
る
。
し
か
し
こ
の
六
例
の
う
ち
四
例
は
、
分
封
の
完
結
前
に
親
が
死
亡
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、

つ
ま
り
最
終
の
同
居
そ
の
も
の
が
成
立
し
な
か
っ
た
事

例
で
あ
る
。
そ
し
て
完
全
隠
居
、
す
な
わ
ち
老
後
、
同
居
者
を
欠
い
た
の
が

二
例
検
出
さ
れ
る
。
そ
れ
で
事
例
数
か
ら
確
言
は
控
え
る
に
し
て
も
、

乙
の

者

点；｜示｜討議｜：計l
居同の終最表 12

計
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両
部
落
で
は
、
老
後
は
だ
れ
か
を
か
か
り
子
に
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
裏
か
ら
す
れ
ば
、
完
全
隠
居
す
な
わ
ち
死
ぬ
ま
で
隠
居

を
張
り
と
お
す
姿
勢
に
は
弱
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
隠
居
分
の
設
定
が
七
例
だ
け
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
も
推
察
さ
れ
る
。
と
い
っ

て
子
ど
も
を
み
な
処
置
し
た
あ
と
、
老
夫
婦
だ
け
の
隠
問
、
ま
た
は
片
親
だ
け
の
隠
屈
を
忌
避
す
る
の
で
は
な
い
。

一
三
例
に
は
こ
う
し

た
隠
居
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
隠
居
は
、

か
か
り
子
と
同
屋
敷
に
隠
居
家
を
つ
く
る
か
、
ま
た
は
母
屋
を
仕
切
っ

て
隠
居
部
屋
を
設
け
る
か
、

と
い
っ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。

つ
ま
り
同
居
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
同
カ
マ
ド
・
同
財
の
隠
居
と

い
う
乙
と
に
な
っ
て
く
る
。

そ
こ
で
乙
の
か
か
り
子
を
続
柄
別
に
分
類
す
る
と
、
ま
ず
長
子
相
続
型
で
は
、

わ
れ
わ
れ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
同
居
者
は
み
な
長
男
に

な
る
は
ず
で
あ
る
。
が
、

一
例
だ
け
は
こ
れ
が
米
子
に
変
更
さ
れ
た
。
逆
に
隠
居
分
家
型
で
は
、

一
例
が
長
子
、
他
の
五
例
は
末
子
で
あ

る
。
ま
た
末
子
相
続
型
は
、
仲
兄
て
米
子
三
、
混
合
型
D
は
仲
兄
、
混
合
型

E
は
末
子
と
な
る
。
結
局
、
全
事
例
で
は
長
子
三
三
%
、

仲
兄
一
一
%
、
末
子
五
五
%
と
い
う
乙
と
に
な
り
、
末
子
へ
の
傾
斜
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
長
子
相
続
型
を
別
に
す
れ
ば
、
末
子
七
五
%

と
な
っ
て
、

こ
の
傾
斜
は
も
っ
と
急
で
あ
る
。
な
お
長
子
相
続
型
に
お
け
る
末
子
へ
の
変
更
例
は
、
ハ
メ
の
死
後
、
母
が
他
出
し
た
末
子
の

と
乙
ろ
に
移
っ
た
も
の
、
隠
居
分
家
型
に
お
け
る
長
子
の
一
例
は
、
末
子
が
転
出
し
た
た
め
、
母
が
長
子
の
と
と
ろ
に
移
っ
た
事
例
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
分
封
後
に
お
け
る
、
母
だ
け
の
移
転
で
あ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
複
式
と
い
う
慣
行
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
こ
乙
で
は

父
は
長
男
家
、
母
は
次
男
家
と
い
っ
た
分
牌
式
類
似
の
慣
行
は
、

一
例
だ
け
を
検
出
し
た
。

つ
い
で
な
の
で
次
に
実
例
を
掲
げ
て
お
く
乙

と
に
す
る
。
混
合
型
D
の
A
家
が
そ
れ
で
あ
る
。

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

五
七



上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

A 

家

原
一
戸
籍
の
検
索
が
で
き
ず
、
不
明
の
部
分
を
残
し
て
い
る
が
、
当
家
で
は
大
正
一
四
年
、

長
男
が
結
婚
す
る
と
、
し
ば
ら
く
は
同
居
し
た
が
、

や
が
て
親
は
残
り
の
家
族
員
を
連
れ

て
、
別
の
家
を
構
え
た
。
そ
の
後
、
次
女
は
大
阪
に
出
嫁
し
、
昭
和
二
一
年
に
は
次
男
が

結
婚
し
た
。
三
男
も
一
四
年
に
は
結
婚
す
る
が
、
す
ぐ
兵
隊
に
取
ら
れ
て
戦
死
し
て
し
ま

ぅ
。
し
か
し
こ
の
三
男
に
は
、
父
親
が
家
を
造
っ
て
や
っ
た
の
で
、

乙
れ
は
分
家
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
隠
居
分
家
の
ス
タ
イ
ル
が
貫
徹
し
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
三
女
は
事
情
が
あ
っ
て
、
結
婚
し
な
か
っ
た
の
で
、
両
親
は
牛
小
舎
を
改
造

婚出
津和崎

婚
大 14

A 家

父一「長女
（？一昭32) I C?) 

｜｜ 

母
（？一昭38)

主
/¥ 

一長男
（明34ー）

出
阪

婚
大

-2 女
（明41ー）

婚
昭 12

死

婚

-3 男 戦
（？一昭19)

未

-2 男
（大3ー）

-3 女
（？） 

乙
の
三
女
と
と
も
に
住
む
乙
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
隠
居
家
は
、
両
親
の
死
後
、
三
女
の
所
有
に
帰
し
た
。
さ
ら
に
当
家
で
は
、

し
て
、

前
段
で
述
べ
た
分
牌
式
類
似
の
も
の
が
出
現
し
た
。
す
な
わ
ち
父
の
位
牌
は
長
男
が
杷
り
、
母
の
そ
れ
は
次
男
が
杷
っ
て
い
る
。
ま
た
戦

－
分
家
と
い
う
の
は
、

ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
聴
取
し
た
か
ぎ
り
、

死
し
た
三
男
の
位
牌
は
、
親
が
隠
居
家
に
持
込
ん
だ
関
係
で
、
三
女
に
よ
っ
て
杷
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
乙
の
セ
ッ
ト
の
場
合
、
本
家と

そ
う
い
う
こ
と
は
言
わ
な
い
。
つ
ま
り
本
家
も
分
家
も
な
い
、

い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
本
例
の
よ
う
に
分
牌
式
類
似
の
慣
行
は
、

一
般
的
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
異
例
、
と
い
う
の
が
部
落
の

人
た
ち
の
意
見
で
あ
っ
た
。五

家
系
と
し
て
の
一
貫
性



と
こ
ろ
で
わ
れ
わ
れ
は
、

さ
き
に
い
わ
ゆ
る
混
合
型
が
僅
少
に
と
ど
ま
っ
た
事
実
を
指
摘
し
た
。
と
と
も
に
こ
の
事
実
か
ら
、
親
が
男

の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
措
置
と
し
て
は
、

一
貫
し
た
分
封
の
ス
タ
イ
ル
が
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
述
べ
て
お
い
た
。

後
述
の
よ
う

に
、
乙
の
キ
リ
シ
タ
ン
部
落
で
は
、
財
産
分
与
は
均
分
制
を
た
て
ま
え
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、

乙
乙

で
は
兄
弟
閣
の
格
差
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
分
封
の
ス
タ
イ
ル
に
一
貫
性
が
期
待
さ
れ
て
も
、

こ
れ
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
で

は
兄
弟
間
で
は
な
く
て
、
家
系
と
し
て
の
一
貫
性
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
殺
の
世
代
、
子
の
世
代
と
も
、
同
じ
分
封
型
に
よ
っ
て

貫
か
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
戸
籍
の
検
索
と
当
事
者
へ
の
面
接
と
を
要
件
と
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
調
査
に
あ
っ
て
は
、
二
世
代
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
に
わ
た
る
事
実
が
確
認
さ
れ
る
セ
ッ
ト
は
、

そ
の
数
が
か
ぎ
ら
れ
て
く
る
。
そ
れ
で
計
数
的
な
措
置
に
耐
え
る
結
果
は
、

望
む
べ
く
も
な
い
。
た
だ
通
世
代
的
に
同
じ
ス
タ
イ
ル
を
し
め
す
事
例
は
、

た
し
か
に
現
わ
れ
て
く
る
。

B 

家

ま
ず
上
立
串
の

B
家
が
そ
れ
で
あ
る
。
隠
居
分
家
型
の
一
貫
性
と
い
え
る
例
で
あ
る
。
当
代
に
つ
い
て
い
う
と
、
長
男
家
と
四
男
家
は

在
村
、
次
男
家
は
上
小
串
で
暮
ら
し
て
い
る
（
三
男
は
戦
死
）
。

そ
乙
で
四
代
に
わ
た
る
家
系
を
し
め
す
と
、
別
図
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず

曽
祖
父
に
つ
い
て
は
記
載
を
欠
く
が
、
祖
父
は
長
男
で
、
戸
籍
上
は
「
家
督
相
続
」
と
記
さ
れ
る
。

し
か
し
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

乙

う
し
た
父
の
世
代
と
な
る
が
、
長
男
（
父
）
は
祖
父
二
七
歳
の
と
き
の
子
で
、

か
れ
自
身
は
二
五
歳
で
結
婚
す
る
。

た
だ
そ
の
前
年
、
次

女
が
出
嫁
し
て
い
る
（
長
女
は
幼
死
）
。

次
男
は
長
男
の
結
婚
時
、
平
戸
に
養
子
と
し
て
出
た
。
三
女
は
年
次
不
明
で
あ
る
が
、
上
小
串
に

出
嫁
し
た
。
と
な
る
と
あ
と
は
四
男
（
末
子
）
だ
け
の
措
置
と
な
る
。

長
男
と
末
子
と
は
、

一
三
歳
も
開
い
て
い
る
。
そ
れ
で
長
男
の
結

婚
後
も
、

一
家
は
同
居
し
て
、

そ
の
か
ん
に
祖
父
は
、
大
正
八
年
、

五
九
歳
で
死
亡
す
る
。

こ
う
し
て
末
子
の
四
男
は
、

昭
和
三
年
、

土
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

五
九



上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

妻
を
む
か
え
る
が
、

乙
の
結
婚
ぞ
き
っ
か
け
と
し
て
、
祖
母
は
末
子
家
に
移
る
乙
と
に
な

る
。
家
は
祖
母
と
長
男
（
父
）
、
そ
れ
に
末
子
が
協
力
し
て
建
て
た
。
だ
か
ら
乙
れ
は
、
親

が
未
婚
の
子
女
を
連
れ
て
分
家
す
る
と
い
う
、
本
来
の
隠
居
分
家
で
は
な
い
。
そ
れ
に
祖

父
は
中
途
で
世
を
去
っ
た
け
れ
ど
も
、
祖
母
は
一
八
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
長
男
（
父
）

夫
婦
と
同
居
し
て
い
る
。
し
か
し
形
か
ら
す
る
と
、
隠
居
分
家
に
準
ず
る
も
の
と
み
る
乙

色
と
い
え

と
が
で
き
る
。
本
家
は
、
あ
き
ら
か
に
長
男
に
渡
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で

A
家

の
場
合
に
も
出
て
き
た
本
分
家
の
問
題
で
あ
る
。
祖
母
の
老
後
を
看
た
末
子
の
言
い
ぶ
ん

は
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
も
と
も
と
親
を
看
る
の
は
、
末
子
の
役
目
で
あ
る
。

そ
し
て
親
の
い
る
と
こ
ろ
が
本
家
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
自
分
の
と
と
ろ
が
本
家

と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
さ
き
の
よ
う
な
事
情
で
、
長
男
（
兄
）
が
ほ
と
ん
ど
親
を
看
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
長
男
（
兄
）
家
が
本
家
だ
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
と
な
る
と

A
家

で
は
本
家
・
分
家
と
い
う
考
え
か
た
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
た
。
乙
れ
に
対
し
て

B
家
で

は
、
本
家
と
分
家
と
の
区
別
は
認
め
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
は
系
譜
に
も
と
づ
く
確
定
で

は
な
い
。
親
の
所
在
と
扶
養
関
係
、
つ
ま
り
生
活
上
の
事
実
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
不
安
定
と
い
う
印
象
は
ま
ぬ
か
れ
な
い
。

次
は
当
代
に
移
る
が
、
ま
ず
本
家
と
目
さ
れ
る
長
男
家
で
あ
る
。

乙
と
で
は
四
人
の
男

B 家

曽祖父 祖父一一ーァー長男（父）ーーァー長男
（？） （万延 1一大8) ｜（明20一昭28) ｜（明42ー）ii II , , 

曽組母 祖母
（天保3一明31)（文久3一昭16)

ノ、。
出

家

死

他
分

2 男
（大1ー）

婚-2 女
（明23ー）

-3 男戦
（大4一昭19)

出-2 男養
（明25ー）

母扶養-4 男
（大8ー）

-3 男死
（明26一明27)

一 養 女 の ち 婚 出
（昭20ー）

婚

-4 男母扶養
（明33ー）

-3 女
（明29ー）



子
が
生
ま
れ
、
別
に
養
女
一
人
を
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
養
女
は
、

の
ち
に
婚
出
し
た
0
8
て
当
家
の
長
男
は
、
父
二
二
歳
の
と
き

の
子
で
あ
る
が
、
昭
和
八
年
、
二
四
歳
で
結
婚
し
た
。
次
男
は
、

さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
上
小
串
に
出
て
、

そ
の
ま
ま
世
帯
を
も
っ

た
。
三
男
は
昭
和
一

O
年
に
結
婚
、

一
四
年
に
応
召
、

一
九
年
に
は
戦
死
し
た
。

こ
う
し
て
親
は
米
子
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の

場
合
、
次
男
は
他
出
、
一
二
男
は
出
征
・
戦
死
と
い
う
事
情
の
た
め
、
分
封
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
れ
も
、
本

来
の
隠
居
分
家
で
は
な
い
。
が
、

乙
の
家
系
で
は
、
曲
り
な
り
に
も
ニ
代
続
い
て
隠
居
分
家
風
の
分
封
が
実
現
し
た
乙
と
に
な
る
。
そ
乙

で
前
例
に
な
ら
っ
て
、

ど
こ
が
本
家
か
と
た
ず
ね
て
み
る
と
、
長
男
家
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
親
が
も
と
い
た
家
が
本
家
で
あ

と
す
る
態
度
で
あ
る
。
し
か
し
位
牌
は
親
が
持
っ
て
き
が
る
。
す
な

っ
て
、
前
例
と
ち
が
っ
て
、
殺
の
所
在
や
扶
養
に
は
関
係
が
な
い
、

わ
ち
親
と
と
も
に
移
動
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
位
牌
の
所
在
と
も
関
係
が
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
次
男
は
、
前
述
の
よ
う
に
、

隣
の
上
小
串
で
世
帯
を
持
っ
た
が
、

こ
れ
に
は
財
産
分
け
は
な
い
。

つ
ま
り
隣
部
落
で
も
、

こ
れ
を
分
家
と
は
考
え
な
い
。
そ
う
い
う
意

見
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
次
例
も
、
ど
う
や
ら
隠
居
分
家
の
ス
タ
イ
ル
を
踏
ん
で
い
る
。

C 

家

祖
父
の
代
は
、
夫
婦
が
別
居
隠
居
を
と
げ
、
最
後
は
四
男
に
か
か
っ
た
と
の
と
と
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
事
実
は
わ
か
ら
な
い
。
そ

こ
で
先
代
に
つ
い
て
み
る
と
、
父
は
四
男
・
四
女
を
持
っ
た
。
長
男
は
ニ
六
歳
で
結
婚
す
る
が
、
以
来
、
次
男
が
結
婚
す
る
ま
で
、

家

は
同
居
す
る
。
む
ろ
ん
そ
の
か
ん
に
長
女
・
次
女
の
出
嫁
が
進
め
ら
れ
る
。
次
男
の
結
婚
は
大
正
四
年
の
乙
と
な
の
で
、
同
居
期
聞
は
一

も
と
い
え

一
家
は
長
男
夫
婦
と
そ
の
子
ど
も
と
を
本
家
に
残
し
て
、
別
の
家

一
年
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
次
男
の
結
婚
を
契
機
と
し
て
、

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封
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（大5ー）

長女婚
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婚
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占ノ、

に
移
っ
た
。

A
家
と
B
家
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
だ
い
た
い
隠
居
分
家

式
の
分
封
で
は
、
末
子
相
続
の
場
合
と
ち
が
っ
て
、
残
り
の
一
家
全
部

が
移
動
す
る
と
い
う
乙
と
に
な
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
乙
れ
に
は
相

当
の
準
備
を
要
す
る
の
で
、
腰
が
重
く
な
る
傾
向
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。

と
乙
ろ
が
当
家
で
は
、
数
年
た
っ
て
、
さ
ら
に
一
家
が
移
動
す
る
。
た

だ
三
男
は
個
人
的
な
事
情
が
あ
っ
て
、
独
身
の
ま
ま
で
す
ご
し
、
四
男

が
結
婚
す
る
。
し
た
が
っ
て
両
親
と
三
男
、
四
男
夫
婦
、
そ
れ
に
三
女

と
四
女
と
が
同
居
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
娘
二
人
は
、
そ
れ

ぞ
れ
有
川
町
と
町
内
の
首
根
と
に
出
嫁
し
た
。
ま
た
四
男
夫
婦
も
子
ど

も
が
二
、
三
人
で
き
た
と
と
ろ
で
、
小
さ
な
家
を
も
ら
っ
て
別
居
し
た
。

だ
か
ら
家
屋
の
授
受
と
い
う
点
で
は
、
分
家
し
た
の
は
四
男
の
ほ
う
で

あ
っ
て
、
親
で
は
な
い
。
た
だ
三
男
に
は
生
活
能
力
が
な
い
の
で
、

し、

っ
さ
い
の
面
倒
は
四
男
が
み
る
と
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
親
は
、
子

ど
も
の
始
末
が
い
ち
お
h

つ
つ
い
た
段
階
で
、
さ
ら
に
単
独
隠
居
を
と
げ

る
と
み
』
に
な
る
。

次
に
実
質
、
親
の
世
話
を
し
た
四
男
家
の
場
合
で
あ
る
。
乙
乙
で
は
長



男
は
、
父
二
六
歳
の
と
き
の
子
で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
が
そ
の
あ
と
娘
が
二
人
が
生
ま
れ
る
。
次
い
で
次
男
で
あ
る
が
、

乙
の
次
男
は
一
五

識
で
原
爆
死
す
る
。
あ
と
三
女
が
生
ま
れ
て
、
阻
和
一
一
年
、
末
子
が
で
き
た
。
二

0
年
聞
に
わ
た
る
出
生
で
あ
る
。
そ
し
て
乙
の
末
子

は
、
昭
和
三
五
年
、
二
四
歳
で
妻
帯
す
る
が
、

は

乙
の
妻
帯
を
機
会
に
、
両
親
は
乙
の
末
子
夫
婦
と
同
居
す
る
と
と
に
な
る
。
だ
か
ら
両
親

一
九
年
間
も
長
男
夫
婦
と
本
家
で
暮
ら
し
た
乙
と
に
な
る
。
そ
れ
で
乙
の
ま
ま
終
わ
れ
ば
長
男
相
続
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
末
子

と
の
同
居
で
乙
の
形
が
崩
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
八
年
た
っ
て
、
末
子
夫
婦
は
隣
の
有
川
町
に
出
て
し
ま
う
。
結
婚
当
時
、
末
子

は
ア
グ
リ
の
漁
夫
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
農
業
に
転
じ
た
。
し
か
し
食
え
な
い
の
で
、
妻
の
実
家
の
有
川
町
で
畜
産
を
や
る
乙
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
で
母
は
昭
和
四
一
年
に
死
亡
し
た
が
、
父
だ
け
が
留
守
宅
に
住
ん
で
い
る
、

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

D 

家

こ
の
よ
う
に

B
家
・

C
家
の
場
合
は
、
腰
が
据
わ
ら
な
い
に
ま
ま
に
、
二
代
に
わ
た
っ
て
隠
居
分
家
が
実
現
し
た
。
け
れ
ど
も
次
の
諸

例
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
ま
ず
上
立
串
の

D
家
で
あ
る
。
先
々
先
代
は
、
長
男
で
相
続
し
た
と
い
う
が
、
乙
れ
は
戸
籍
面
だ
け
の
と
と
で

あ
っ
て
、
真
偽
の
ほ
ど
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
先
々
代
は
、
聴
取
し
た
か
ぎ
り
で
は
長
子
相
続
で
、
し
た
が
っ
て
弟
の
次
・
三
・
四
男

は
み
な
分
家
す
る
。
と
乙
ろ
が
次
の
先
代
に
な
る
と
、
長
男
を
分
家
注
せ
、
次
女
を
村
内
、
三
女
を
津
和
崎
に
片
つ
け
て
、
親
は
末
子
の

次
男
に
か
か
っ
た
。
し
か
も
働
け
る
か
ぎ
り
は
、
別
居
隠
居
の
形
を
と
っ
て
い
る
。

い
ち
お
う
末
子
相
続
の
形
と
み
て
よ
い
と
思
う
が
、

と
乙
ろ
が
当
代
は
ま
た
乙
れ
が
ち
が
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
分
家
し
た
長
男
家
は
、

そ
の
長
男
を
上
小
串
の
養
家
に
出
し
、
親
は
次
男
に

か
か
っ
た
。
し
か
も
乙
の
次
男
の
嫁
は
、
兄
が
養
子
に
い
っ
た
先
か
ら
入
れ
て
い
る
の
で
、

一
種
の
交
換
と
み
る
乙
と
が
で
き
る
。
し
か

し
相
続
し
た
次
男
家
は
、
今
度
は
自
分
の
長
男
に
家
を
ゆ
ず
る
乙
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
次
男
に
は
分
家
と
い
う
措
置
が
と
ら
れ
た
。

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封
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と
こ
ろ
で
次
の

E
家
は
、
も
っ
と
多
彩
で
あ
る
。

E 

家

当
家
は
、
も
う
ひ
と
つ
上
の
世
代
（
曽
祖
父
）
ま
で
た
ど
れ
る
が
、
相
続
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

さ
て
祖
父
は
長
男
で
相
続
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
が
‘
前
例
と
同
じ
く
、
真
偽
の
ほ
ど
は
不
明
で
あ
る
。
次
に
先
代
は
六
男
、

一
女
か
ら
成
る
が
、

こ
の
う
ち
次
男
と
長
女
と
は

幼
死
す
る
。

先
々
代
（
祖
父
）
が
長
男
を
も
っ
た
の
は
、

二
四
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
長
男
は
養
子
に
出
し
た
。

三
男
・
四
男

は
分
家
さ
せ
て
、
親
は
五
男
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

乙
の
五
男
は
、
父
一
二
六
歳
の
と
き
の
子
な
の
で
、

結
局
、
跡
と
り
を
一
二
年
お

く
ら
せ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
末
子
の
六
男
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
分
家
と
な
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
ζ

の
世
代
は
仲
兄
相
談

で
あ
る
。
次
に
当
代
で
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
四
男
家
と
六
男
家
は
不
在
の
た
め
に
、
分
明
を
欠
い
て
い
る
。

そ
乙
で
跡
を
と
っ
た
五
男
家

に
つ
い
て
み
る
と
、

乙
こ
で
は
長
男
が
相
続
し
て
、
次
男
は
分
家
と
な
っ
た
。
当
家
は
こ
の
二
人
に
長
女
を
加
え
た
三
子
だ
け
で
あ
る
。

も
っ
と
も
こ
の
長
男
に
し
て
も
、

父
三
七
歳
の
と
き
の
子
で
あ
り
、
弟
は
そ
れ
か
ら
九
歳
も
下
と
な
る
。

長
男
跡
と
り
と
な
っ
た
事
情

も
推
察
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
分
家
し
た
三
男
家
は
、

五
男
三
女
に
恵
ま
れ
る
。

長
男
は
父
二
二
歳
の
と
き
に
生
ま
れ
、
二
七
歳
で

結
婚
す
る
。

し
か
し
一
家
は
、
二
、
三
年
同
居
の
後
、
別
の
家
に
移
っ
た
。
す
な
わ
ち
隠
居
分
家
で
あ
る
。
次
男
は
養
子
に
出
た
の
で
、

親
は
三
男
以
下
と
と
も
に
別
の
世
帯
を
構
え
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
乙
の
三
男
も
結
婚
し
た
の
で
（
の
ち
に
夫
婦
養
子
に
出
る
）
、
年
次

は
不
明
で
あ
る
が
、
親
は
も
う
一
度
隠
居
分
家
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
、
か
か
り
子
は
こ
の
四
男
で
あ
り
、
五
男
（
末
子
）
は

戦
死
し
た
。

こ
の
よ
う
に
四
男
に
か
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

も
と
い
え

の
場
合
、
本
家
は
ど
こ
か
と
き
く
と
、
本
家
を
貰
っ
た
長
男
の
と
乙
ろ
だ
と
い
う
。

親
は
隠
居
部
屋
を
仕
切
っ
て
、

食
事
だ
け
を
一
緒
に
し
た
と
い
う
。
ま
た
こ

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

六
五



上
五
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分
封

次
例
も
ま
た
多
彩
で
あ
る
。

F 

家

上
小
串
の
居
住
戸
で
あ
る
が
、
曽
祖
父
の
続
柄
が
次
男
で
あ
る
と

と
は
判
明
し
て
い
る
。
し
か
し
相
続
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
き
て
祖

父
の
世
代
は
、
四
男
・
一
女
か
ら
成
る
が
、
長
男
・
次
男
・
四
男
を

分
家
さ
せ
て
、
親
は
三
男
に
か
か
っ
た
。

前
例
と
似
て
、

仲
兄
相

続
で
あ
る
。

長
男
は
父
二
四
哉
、

次
男
は
二
六
哉
の
と
き
の
子
で

あ
る
。

乙
れ
ら
は
分
家
さ
せ
て
、

二
歳
の
と
き
の
子
に
か
か
っ

た
乙
と
に
な
る
（
四
男
は
三
六
歳
の
と
き
の
子
）
。
次
の
世
代
は
、
長
男

家
・
次
男
家
と
も
男
子
は
一
人
だ
け
な
の
で
、
問
題
は
な
い
。
四
男

家
は
転
出
し
て
、
不
明
で
あ
る
。
そ
乙
で
相
続
し
た
三
男
家
で
あ
る

が
、
当
家
は
二
男
・
三
女
か
ら
成
り
、
結
局
、
父
二
六
歳
の
と
き
に

生
ま
れ
た
長
男
が
跡
を
と
る
と
と
に
な
っ
た
。
お
わ
り
に
独
り
子
で

相
続
し
た
次
男
家
で
あ
る
が
、

乙
ζ

で
は
七
男
・
一
ニ
女
が
生
ま
れ
、

乙
の
う
ち
長
男
と
三
男
と
が
死
亡
す
る
。
次
男
は
役
場
に
勤
務
し
、

か
た
わ
ら
農
業
も
や
っ
て
い
た
が
、

昭
和
二
七
年
、

二
四
議
で
結

自足

一

桁

他

k

相
山
一
男
阿
男
恥
女
阿
国
ト

帽

5
偲

6
何

3
帽

n

何

－ート
l
「し

J

家

］

婚

｝

婚

J

－
4
a
一

一

一

ω
明
仰
は
仰
は
山
一

家

家

存

続

家

出

分

分

血

相

分

転

死

儲
榔
締

h評

家F 

2男
戸長男

曽祖父 「｛明13ー？）
（安政3一大14l I 

II Iト 2 男
II ¥ I （明15ー？）

尚祖母＼ I 
（万延1ー？) ＼ト長女

ふI ＜明16ー？｝

』 3 男
（明20一昭25)

」 4 男
（明25ー） 六

六

死

他出

出

言

T也出



婚
し
た
。

し
か
し
四
年
た
っ
て
、
昭
和
三
一
年
に
親
た
ち
は
弟
妹
を
連
れ
て
、
隣
の
家
に
移
っ
た
。

つ
ま
り
隠
居
分
家
で
あ
る
。
長
女

は
同
居
中
、
婚
出
し
た
が
、
九
人
世
帯
の
移
動
で
あ
る
。

し
か
し
や
が
て
四
男
と
五
男
と
は
、
船
員
と
ア
グ
リ
の
漁
夫
と
し
て
出
る
。

次
女
・
三
女
は
出
嫁
し
、
六
男
は
福
岡
で
世
帯
を
持
ち
、
四
女
は
福
岡
で
働
き
、
末
子
の
七
男
は
大
牟
田
市
で
警
察
官
を
し
て
い
る
。
未

婚
で
あ
る
。

と
な
る
と
親
と
同
居
し
て
い
る
の
は
、

五
男
の
家
族
だ
け
と
い
う
乙
と
に
な
る
。
当
家
で
は
分
封
が
ま
だ
完
結
し
て
い
な
い

し
か
し
と
の
跡
と
り
は
隠
居
家
の
跡
と
り
で
あ
っ
て
、
本
家
は
実
質
長
男
の
次

男
が
継
い
で
い
る
。
そ
乙
で
ま
え
に
な
ら
っ
て
、
本
家
は
ど
こ
か
と
た
ず
ね
る
と
、
今
度
は
五
男
家
だ
と
い
う
。
先
祖
の
位
牌
が
あ
る
、

わ
け
で
あ
る
が
、

五
男
が
跡
と
り
と
な
る
公
算
が
高
い
。

と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

乙
の
両
部
落
の
場
合
、
本
家
観
は
ま
こ
と
に
混
乱
し
て
い
る
。

い
や
そ
う
し
た
本
家
観
が
あ
る
か
ど
う

か
も
疑
問
で
あ
る
。

．」－
J、

家
族
周
期
の
検
討

と
う
し
た
わ
け
で
二
代
続
い
て
同
一
の
分
封
型
の
と
ら
れ
た
家
系
も
み
ら
れ
る
。

け
れ
ど
も
腰
は
そ
う
坐
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

む
し
ろ
あ
と
の
諸
例
の
よ
う
に
、
家
系
と
し
て
の
伝
統
は
な
い
、

と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
と
い
う
よ
り
も
家
系
と
い
う
も
の
が
あ
る
か

ど
う
か
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
事
実
、

乙
乙
で
は
宇
野
姓
を
は
じ
め
、
同
姓
の
家
が
か
な
り
た
く
さ
ん
認
め
ら
れ
る
（
表
8
参照）。

に
し
て

も
総
本
家
と
か
草
分
け
と
か
い
っ
た
基
幹
家
族
は
、
ま
っ
た
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
住
民
の
意
識
に
も
と
れ
が
な
い
。
ま
た
原
住

地
に
つ
い
て
も
、
大
村
藩
と
か
外
海
地
方
と
か
、
ば
く
ぜ
ん
と
し
た
地
域
を
指
す
だ
け
で
、
具
体
的
な
地
名
は
あ
が
っ
て
こ
な
い
。
一
さ
ら

に
親
の
法
要
に
し
て
も
、
な
る
ほ
ど
仏
教
に
な
ら
っ
て
、

一
年
忌
、
三
年
忌
、
七
年
忌
二
三
年
忌
な
ど
が
営
ま
れ
る
。
そ
し
て
乙
の
と
き

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封
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族
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封

に
は
、
近
親
や
近
所
の
も
の
が
寄
っ
て
く
る
。
し
か

し
神
職
を
招
く
よ
う
な
ζ

と
は
な
い
。
た
だ
し
こ
れ

も
三

O
年
忌
で
打
ち
ど
め
と
な
る
。

そ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
三

O
年
忌
を
過
ぎ
る
と
、
位
牌
は
墓
場
に
持

参
し
て
、

乙
れ
が
捨
て
ら
れ
る
。
だ
か
ら
位
牌
は
本

家
の
象
徴
の
よ
う
に
い
わ
れ
た
が
、

乙
の
棄
牌
の
慣
期

行
か
ら
す
れ
ば
、
遠
祖
や
始
祖
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
き
周

わ
め
て
う
す
い
。
肉
親
の
霊
魂
に
近
い
も
の
と
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
う
し
た

家
系
の
観
念
と
は
別
に
、
家
族
集
団
の
世
代
的
な
継
家

起
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
く
。
相
続
や
分
家
が
そ
れ
で
臼表

あ
る
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
を
み
る
た
め
に
、
家
族
周
期

の
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。
な
お
混
合
型
D
と
混
合

型
E
と
は
、
事
数
例
の
関
係
で
こ
れ
を
省
略
し
た
。

表
時
お
よ
び
別
図
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
表
は
母
の

死
亡
年
齢
を
除
い
て
、
父
の
年
齢
を
基
準
と
し
て
い

族

結

婚

母

死
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死
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者
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長
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子

生
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生
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子
生
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る
。
そ
れ
で
全
セ
ッ
ト
の
平
均
を
記
述
的
に
表
現
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
父
は
二
三
識
で
結
婚
し
、
二
六
歳

で
は
じ
め
の
子
に
恵
ま
れ
る
。

し
か
し
長
男
と
な
る
と
、

乙
れ
が
二
八
歳
の
と
き
と
な
る
。

そ
し
て
扶
養
者
は
三
五
歳
の
と
き
に
生
ま

れ
、
末
男
の
出
生
は
四

O
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
四
二
歳
で
子
ど
も
の
出
生
が
終
わ
る
。

子
ど
も
（
男
子
）
の
結
婚
は
、
長
男

が
五
四
歳
、
扶
養
者
が
五
九
歳
、
末
男
が
六
六
歳
の
と
き
で
あ
る
。

そ
し
て
当
人
は
六
七
蔵
で
死
亡
す
る
が
、
配
偶
者
は
七
一
議
ま
で
生

き
る
。
夫
妻
の
年
齢
差
を
考
慮
す
れ
ば
、
配
偶
者
の
寡
婦
と
し
て
の
期
間
は
六
、
七
年
以
上
に
な
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の

資
料
は
、

ひ
と
り
子
の
家
、
子
ど
も
が
女
子
だ
け
の
家
を
除
い
て
い
る
。
ま
た
分
封
の
開
始
さ
れ
な
い
家
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。

し
か
も

乙
れ
ら
が
三
割
以
上
に
達
し
た
こ
と
は
、
表
9
で
確
か
め
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
以
上
の
数
値
を
も
っ
て
、
両
部
落
全
体
の
家

族
周
期
を
推
す
乙
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
分
封
の
時
期
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
わ
た
っ
て
お
り
、
時
代
の
幅
も
き
わ
め
て
広
い
。

い
ず

れ
に
し
て
も
早
急
な
比
較
は
で
き
な
い
。
た
だ
そ
れ
に
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
数
値
に
も
と
づ
く
か
ぎ
り
、
結
婚
年
齢
は
相
対
的
に
早
い
。

ま
た
妻
の
妊
苧
期
聞
は
一
六
年
に
わ
た
っ
て
い
る
。

こ
ん
に
ち
の
よ
う
に
六
、

七
年
で
生
み
お
え
る
の
と
は
、
大
き
な
ら
が
い
と
い
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
以
上
の
平
均
値
も
、

こ
れ
を
分
封
型
別
に
な
が
め
る
と
、

か
な
り
ち
が
っ
た
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
乙
の
ち
が
い
は
、

長
子
相
続
型
と
他
の
二
型
と
の
あ
い
だ
で
目
立
っ
て
い
る
。

そ
し
て
隠
居
分
家
型
と
末
子
相
続
型
と
に
は
、
む
し
ろ
類
似
点
が
認
め
ら
れ

る
。
そ
こ
で
長
子
相
続
を
軸
と
し
て
、

こ
の
ち
が
い
を
追
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
長
子
相
続
で
は
結
婚
年
齢
が
や
や
お
く
れ
て
、
二
五
歳
と

な
る
。
他
は
二
二
歳
（
隠
居
分
家
）

と
二
三
藤
（
末
子
相
続
）

で
あ
る
。
し
か
し
乙
の
お
く
れ
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
く
、
初
生
子
お
よ
び
長

男
の
出
生
が
お
く
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
初
生
子
ニ
九
蔵
、
長
男
三
二
歳
と
な
っ
て
、
前
者
で
は
隠
居
分
家
と
の
差
二
了
四
歳
、
末
子
相

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封
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上
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七。

続
と
の
差
四
・
五
歳
、
後
者
で
は
隠
居
分
家
と
の
差
四
・
八
歳
、
末
子
相
続
と
の
差
六
・

O
歳
と
い
う
と
と
に
な
る
。
し
か
し
末
男
・
末

た
だ
末
子
相
続
の
場
合
、
末
男

子
の
誕
生
と
な
る
と
、
三
相
続
形
態
は
接
近
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
平
均
値
に
近
い
数
字
が
し
め
き
れ
、

こ
う
し
て
妻
の
妊
字
期
間
は
、
平
均
で
は
一
六
・
一
年
で
あ
っ

，】
S
A

、

T
カ

の
出
生
が
繰
上
が
っ
た
（
三
七
・
八
歳
）
の
が
異
例
を
な
す
程
度
で
あ
る
。

つ
い
で
な
の

乙
れ
が
長
子
相
続
一
四
・

O
年
、
隠
居
分
家
一
七
・
三
年
、
末
子
相
続
一
六
・
九
年
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

で
、
乙
の
妊
苧
期
間
と
関
連
し
て
、
出
生
数
お
よ
び
長
男
結
婚
時
の
家
族
規
模
に
つ
い
て
な
が
め
る
と
、
表
M
の
よ
う
に
な
る
。
や
は
り

長
子
相
続
の
場
合
に
は
、
出
生
数
も
他
の
二
型
に
く
ら
べ
て
少
な
く
、
家
族
規
模
も
相
対
的
に
小
さ
い
乙
と
が
判
明
す
る
。
も
っ
と
も
出

生
数
が
多
く
、
家
族
規
模
の
大
き
い
の
は
、
隠
居
分
家
の
場
合
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
初
婚
年
齢
や
妊
字
期
闘
が
そ
の
ま
ま
こ
れ
ら
の
数
字

｜男；r子［：

三工」J日三
族

模

5.4 

9.2 

続

家

表 14

相

分

子

居

長

隠

に
響
い
て
い
る
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
に
し
て
も
長
子
相
続
が
他
の
二
型
と
や
や
異
な
っ
て
い
る
乙

と
は
、

こ
う
し
た
点
に
も
し
め
主
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

次
に
長
男
の
結
婚
で
あ
る
。
長
男
自
身
の
婚
姻
年
齢
は
、
長
子
相
続
二
六
・
八
哉
、
隠
居
分
家
二
五
・

O
歳
、
末
子
相
続
二
五
・
四
歳
で
、

乙
れ
に
つ
い
て
は
三
型
と
も
大
き
な
隔
た
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
け

れ
ど
も
父
の
年
齢
を
基
準
と
し
た
算
定
で
は
、
長
子
相
続
の
異
例
は
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち

と
乙
で
は
長
男
は
、
父
が
六

O
歳
近
く
（
五
八
・
九
歳
）
に
な
っ
て
結
婚
し
た
。
乙
れ
に
対
し
て
隠
居
分
家

（
五
二
・
三
歳
）
、
末
子
相
続
（
五
一
・
五
歳
）
と
も
、
五

O
歳
を
や
や
出
た
と
こ
ろ
で
婚
礼
を
挙
げ
て
い
る
。

も
っ
と
も
末
男
の
結
婚
に
は
、

こ
う
し
た
大
差
は
み
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
長
子
相
続
（
六
七
・
四
歳
）
と
隠

居
分
家
（
六
六
・
五
歳
）
と
は
あ
い
接
し
、

末
子
相
続
は
、
母
が
早
く
生
み
お
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
（
六



－
七
歳
）
、
早
期
に
式
を
済
ま
せ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
長
子
相
続
の
異
例
は
、

も
っ
と
も
特
徴
的
に
父
の
比
較
的
早
世
と
い
う
点
に
現
わ

れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
父
は
五
七
・
八
歳
で
世
を
去
り
、

乙
れ
に
対
し
て
隠
居
分
家
は
六
七
・
九
歳
、

8
ら
に
末
子
相
続
は
七
四
・
五
歳

ま
で
生
き
な
が
ら
え
た
。
し
た
が
っ
て
個
々
の
事
例
は
別
と
し
て
、
長
子
を
跡
と
り
に
す
え
た
父
は
、
平
均
し
て
隠
居
分
家
の
父
よ
り
も

一
0
・
一
年
、
末
子
相
続
の
父
よ
り
も
一
六
・
七
年
も
早
く
他
界
し
た
と
と
に
な
る
。

ζ

の
事
実
の
意
味
は
、
き
わ
め
て
大
き
い
。
す
な

わ
ち
乙
の
平
均
値
に
よ
る
か
ぎ
り
、
長
子
相
続
に
あ
っ
て
は
、
ハ
え
は
長
男
の
結
婚
を
見
ず
に
、

乙
の
世
を
去
っ
た
乙
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
乙
の
相
続
型
で
は
、
全
体
と
し
て
死
後
相
続
が
多
数
と
い
う
事
態
が
推
定
さ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
長
子
相
続
は
通
日
本
的
な
パ
タ

ー
ン
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
地
の
長
子
相
続
は
、
む
し
ろ
特
殊
的
と
言
わ
ま
る
を
え
な
い
。
父
が
早
世
す
れ
ば
、
す
で
に
成
人
し

た
男
子
ま
た
は
早
く
成
人
す
る
男
子
を
跡
と
り
に
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
長
男
が
相
続
人
と
な
る
公
算
が
高
い
。
裏
か
ら
す
る
と
、

も
し
父
が
若
死
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
跡
と
り
は
次
男
以
下
に
な
っ
た
乙
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
と
も
に
父
早
世
の
た
め
に
と
ら
れ
た
長

子
相
続
な
の
で
、
乙
の
長
子
相
続
は
、
け
っ
し
て
順
調
な
相
続
と
み
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
と
う
し
た
長
子

相
続
に
対
し
て
、
隠
居
分
家
で
は
、
長
男
の
結
婚
後
、
父
は
一
五
・
六
年
生
き
な
が
ら
え
た
。
末
子
相
続
で
は
さ
ら
に
の
び
て
、
二
三
・

O
年
の
の
ち
に
生
産
を
閉
じ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
隠
居
分
家
と
末
子
相
続
と
に
あ
っ
て
は
、
乙
の
長
男
は
跡
と
り
で
は
な
い
。
隠
居
分
家
で
は
、
長
男
夫
婦
を
本
家
に
残
し
て
、

親
の
ほ
う
が
出
て
い
く
し
、
ま
た
末
子
相
続
で
は
、
長
男
夫
婦
を
分
家
さ
せ
る
。
だ
か
ら
か
れ
ら
は
、
親
の
扶
養
者
に
は
な
り
え
な
い
。

事
実
、
わ
れ
わ
れ
の
セ
ッ
ト
の
場
合
に
あ
っ
て
も
、
表
四
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
最
終
の
同
居
者
は
、
特
別
の
事
情
に
よ
る
隠
居
分
家
の
一

例
を
除
い
て
、
他
は
非
長
子
と
い
う
と
と
に
な
っ
た
。
そ
乙
で
と
の
最
終
の
同
居
者
が
平
均
で
は
父
三
五
歳
の
と
き
の
子
で
あ
っ
た
と
と
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は
、
表
日
で
し
め
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
が
、
類
型
別
の
内
訳
で
は
、
長
子
相
続
三
二
・
四
歳
、
隠
居
分
家
三
八
・
七
歳
、
末
子
相
続
三
九

－
六
歳
の
と
き
の
子
の
よ
う
に
、
長
子
相
続
と
他
の
二
型
の
差
が
大
き
い
。
も
っ
と
も
長
子
相
続
に
あ
っ
て
は
、
規
定
に
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
は
長
男
出
生
の
年
齢
（
三
ニ
・
一
歳
）
と
一
致
し
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
一
例
が
こ
れ
ま
た
特
別
の
事
情
で
、
最
終
の
同
居
者

生
ま
れ
た
か
、

が
末
子
と
な
っ
た
た
め
に
、
以
上
の
よ
う
な
結
果
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
こ
で
両
親
が
結
婚
し
た
あ
と
、
長
男
と
最
終
の
同
居
者
と
が
い
つ

表
日
の
よ
う
に
な
る
。

す
な
わ
ち
長
男
の
出
生

あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
長
男
と
最
終
の
同
居
者
と
の
年
齢
差
を
し
め
す
と
、

長男および同居者の出生

｜長：エTf:11!,U
o. 3 

11. 4 家

表 15

分居隠

は
、
長
子
相
続
↓
隠
居
分
家
↓
末
子
相
続
の
順
で
早
ま
っ
て
く
る
。
乙
れ
に
対
し
て
同
居
者
の
出
生
は
、

長
子
相
続
に
あ
っ
て
は
、
前
述
の
理
由
に
よ
っ
て
、
長
子
の
出
生
よ
り

0
・
三
年
お
く
れ
て
く
る
が
、
ま

ず
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
隠
居
分
家
に
あ
っ
て
は
、
婚
後
四
・
五
年
で
住
ま
れ
た
長
男
に
代
え
て
、

続

五
・
九
年
の
ち
に
出
生
し
た
男
子
を
同
居
者
と
し
て
選
ん
だ
。
そ
の
差
は
一
一
・
四
年
と
い
う
乙
と
に
な

る
。
さ
ら
に
末
子
相
続
に
あ
っ
て
は
、
婚
後
二
・
七
年
生
ま
れ
に
長
男
に
代
え
て
、

一
六
・

O
年
の
ち
に

誕
生
し
た
男
子
を
同
居
者
と
す
る
乙
と
に
な
っ
た
。
そ
の
差
は
一
一
一
了
三
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
乙
う

し
た
い
う
な
れ
ば
跡
と
り
の
す
り
替
え
は
、
長
子
家
督
を
た
て
ま
え
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
、

お
乙
な
わ
れ

る
べ
く
も
な
い
。
こ
の
あ
た
り
不
定
相
続
は
、
弾
力
性
を
も
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
当
地
は
、
考
え
か
た

相

と
し
て
長
男
の
跡
と
り
を
基
準
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
か
え
っ
て
長
子
相
続
は
、
前
述
の
よ
う
に
、

子

家
族
周
期
の
変
調
、

と
り
わ
け
父
の
比
較
的
早
世
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
む
し
ろ
偏
侍
例
は
、
長
子

末

相
続
の
側
に
あ
る
、

と
い
う
見
か
た
も
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。



な
お
父
の
死
亡
年
齢
と
、
末
男
お
よ
び
最
終
同
居
者
の
婚
期
と
の
関
連
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
長
子
相
続
に
あ
っ
て
は
、
父
は
末
男

の
婚
礼
に
は
間
に
合
わ
な
い
。
ま
た
乙
乙
で
は
長
男
と
同
居
者
と
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
同
一
の
人
物
な
の
で
、

そ
の
婚
礼
に
は
聞
に

合
わ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

思
え
ば
父
は
四

O
歳
で
米
男
を
も
ら
、

五
七
歳
で
他
界
し
た
。

だ
か
ら
末
男
の
婚
礼
ま
で
待
て
な
か
っ

た
の
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。
父
母
の
年
齢
差
を
算
定
し
て
い
な
い
の
で
、
ほ
と
末
男
の
結
婚
時
と
の
関
連
を
み
る
乙
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
六
五
歳
と
い
う
死
亡
年
齢
か
ら
す
れ
ば
、

母
が
末
男
婚
後
、
そ
う
長
く
は
生
き
な
か
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

乙
れ
に
対
し

て
隠
居
分
家
で
は
、
父
は
か
ろ
う
じ
て
末
男
お
よ
び
扶
養
者
の
結
婚
を
見
届
け
る
乙
と
が
で
き
た
。
母
は
さ
ら
に
数
年
生
き
の
び
た
。
と

こ
ろ
が
最
後
の
末
子
相
続
に
あ
っ
て
は
、
父
母
と
も
に
七

O
鵡
を
出
て
永
眠
し
た
。
し
た
が
っ
て
父
母
と
も
に
末
男
お
よ
び
扶
養
者
が
結

婚
し
て
、
な
お
十
数
年
の
余
生
を
た
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
平
均
値
は
た
だ
ち
に
個
々
の
セ
ッ
ト
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
に
し
て
も
、
家

族
周
期
の
う
え
か
ら
し
た
三
類
型
の
相
異
は
、
だ
い
た
い
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。

七
隠
居
分
家
と
末
子
相
続
と
の
分
般
点

前
節
で
は
、
長
子
相
続
型
と
他
の
二
型
と
の
差
異
に
つ
い
て
、

い
さ
さ
か
述
べ
る
と
乙
ろ
が
あ
っ
た
。
で
は
隠
居
分
家
と
末
子
相
続
と

の
ち
が
い
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
周
期
の
う
え
か
ら
は
、
ζ

の
二
型
に
は
む
し
ろ
類
似
点
の
ほ
う

が
多
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
二
つ
は
、
家
族
集
団
の
核
佑
と
い
う
目
的
に
お
い
て
は
、
共
通
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
分
封
の
プ

ロ
セ
ス
は
、
ま
っ
た
く
対
極
を
え
が
く
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
乙
の
問
題
に
関
し
て
、

わ
れ
わ
れ
は
青
砂
ヶ
浦
の
報
告
に
お
い
て
、
少

し
く
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
の
第
一
は
、
藩
政
期
、
藩
の
収
奪
に
対
す
る
農
民
側
の
対
応
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
軒
別
の
賦
役
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に
対
し
て
、
農
民
側
と
し
て
は
、
公
式
の
戸
は
二
戸
に
と
ど
め
な
が
ら
も
、
現
実
に
は
家
族
集
団
の
分
裂
を
と
げ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し

長
男
を
分
家
さ
せ
て
は
、
藩
の
命
ず
る
長
子
家
督
の
線
か
ら
逸
脱
す
る
。
乙
う
し
て
隠
居
分
家
が
、

一
種
の
脱
法
行
為
と
し
て
取
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
、

と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
推
定
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
青
砂
ヶ
浦
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
資
料
は
、
明
治
以
降
の
も
の
に

属
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
家
族
分
封
形
態
を
時
代
的
に
配
列
し
た
と
き
、
な
お
隠
居
分
家
の
末
子
相
続
に
対
す
る
先
行
を
認
め
る

と
と
が
で
き
た
。
言
い
か
え
る
と
、
藩
政
期
に
形
成
さ
れ
た
隠
居
分
家
の
伝
統
が
、
明
治
以
降
に
も
持
ち
と
さ
れ
た
、
と
い
う
の
が
そ
の

ひ
と
つ
の
説
明
で
あ
っ
た
。

（

1
）
前
掲
、
『
五
島
カ
ト
リ
ッ
ク
の
家
族
分
封
』
第
一
一
節
。

で
は
今
回
の
場
合
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
育
砂
ヶ
浦
も
今
回
の
対
象
地
点
も
、
藩
肱
期
は
富
江
藩
の
支
配
に
属
し
て
い
た
。
地
域
も

あ
い
接
し
て
い
る
し
、

そ
の
信
仰
も
か
つ
て
は
同
じ
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
旧
藩
時
代
の
状
態
は
、

ほ
ぼ
同
一
に
み
な
す

乙
と
が
で
き
る
。
ま
た
明
治
以
降
に
つ
い
て
も
、
二
節
で
記
し
た
よ
う
に
、
隠
居
分
家
ま
た
は
そ
れ
類
似
の
慣
行
が
検
出
さ
れ
た
ば
か
り

で
な
く
、

ζ

の
慣
行
が
徴
兵
令
と
か
ら
ん
で
援
用
さ
れ
た
事
実
も
見
出
す
と
と
が
で
き
た
。
け
れ
ど
も
表
江
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
セ

ッ
ト
か
ら
は
、
隠
居
分
家
の
先
行
を
引
出
す
と
と
は
で
き
な
い
。
時
代
的
に
は
む
し
ろ
両
型
並
行
の
姿
で
あ
っ
た
。
と
い
う
わ
け
で
対
象

分
封
当
時
の
〔
家
庭
〕
事
情
に
あ
る
乙
と
は
間
違
い
な
い
。

地
点
に
闘
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
両
型
の
分
岐
点
を
説
明
す
る
有
力
な
手
が
か
り
を
持
た
な
い
。
け
れ
ど
も
乙
れ
を
解
く
鍵
が
、
長
男
の

つ
ま
り
な
ぜ
長
男
夫
婦
に
本
家
を
渡
し
た
か
、
な
ぜ
か
れ
ら
を
分
家
さ
せ
た

か
、
と
い
っ
た
事
情
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
情
に
も
と
づ
く
決
定
が
、
混
合
型
D
お
よ
び

E
の
低
率
に
し
め
さ
れ
る
よ
う
に
、
次
男
以

下
に
も
及
ほ
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
そ
乙
で
長
男
の
結
婚
時
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
み
る
と
、
ま
ず
乙
の
長
男
は
隠
居
分
家
の



場
合
は
父
ニ
七
・
三
歳
の
と
き
の
子
、
末
子
相
続
の
場
合
は
父
二
六
・
一
歳
の
と
き
の
子
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
父
子
の
年
齢
差
に
お
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
隔
た
り
が
な
い
。
ま
た
結
婚
時
、
当
の
長
男
が
何
歳
だ
っ
た
か
を
み
る
と
、
隠
居
分
家
二
七
・
五
歳
、
末
子
相
続
二
六
・
五

識
で
、

こ
れ
ま
た
有
意
の
差
と
み
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
で
家
族
周
期
表
を
な
が
め
る
と
、
隠
居
分
家
で
は
、
初
子
出
産
と
長
男

出
生
と
の
あ
い
だ
に
二
・
九
年
の
聞
き
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
末
子
相
続
で
は
、

一・

O
年
に
短
縮
さ
れ
る
。
乙
の
事
実
は
、

隠
居
分
家
で
は
初
子
か
な
ら
ず
し
も
長
男
で
は
な
か
っ
た
b

と
こ
ろ
が
末
子
相
続
で
は
、

乙
の
合
致
率
が
高
い
乙
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

事
実
、
隠
居
分
家
で
は
、
九
例
中
六
例
ま
で
が
初
子
は
女
子
で
あ
り
、
末
子
相
続
で
は
初
子
が
女
子
と
い
う
の
は
、

八
例
中
二
例
に
す
ぎ

な
い
。
け
れ
ど
も
と
の
よ
う
な
長
女
先
行
（
隠
居
分
家
）

と
長
男
先
行
（
末
子
相
続
）

と
が
、
ど
の
よ
う
に
分
岐
点
に
作
用
し
て
く
る
か
は

あ
き
ら
か
で
な
い
。
な
る
ほ
ど
長
女
の
出
嫁
に
は
、

そ
の
嫁
入
支
度
の
た
め
の
出
費
の
た
め
の
出
費
を
要
す
る
。
し
か
し
長
男
の
婚
姻
年

齢
か
ら
す
れ
ば
、
長
女
が
先
行
し
よ
う
が
そ
う
で
な
か
ろ
う
が
、

乙
れ
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
。
彼
女
た
ち
の
出
嫁
は
、
長
男
の
結
婚
に

さ
き
だ
っ
た
乙
と
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
こ
れ
に
よ
る
規
制
は
、

た
と
え
あ
っ
て
も
、
微
弱
な
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。と

こ
ろ
で
家
族
周
期
に
か
ら
ん
で
、
も
う
ひ
と
つ
の
点
が
注
目
さ
れ
る
。
五
節
で
掲
げ
た
諸
例
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
対
象
部

落
の
場
合
、
長
男
が
結
婚
し
て
も
、
分
封
は
す
ぐ
に
は
お
こ
な
わ
れ
な
い
。
背
砂
ヶ
浦
の
例
な
ど
と
く
ら
べ
る
と
、

そ
の
時
期
を
、
む
し

ろ
延
期
し
よ
う
と
す
る
傾
向
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
事
実
、
一

O
年
以
上
、
親
と
長
男
夫
婦
と
が
同
居
し
て
い
た
例
も
現
わ
れ
た
。
と
く
に
隠

居
分
家
の
場
合
に
は
、

こ
う
し
た
腰
の
重
き
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
。

に
し
て
も
両
親
と
長
男
夫
婦
、

そ
れ
に
次
男
夫
婦
、

つ
ま
り
三
夫
婦

の
同
居
は
か
な
わ
な
い
。
こ
う
し
て
次
男
が
村
外
で
世
帯
を
持
て
ば
別
で
あ
る
が
そ
う
で
な
い
と
、
次
男
の
結
婚
を
け
じ
め
と
し
て
、
追
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わ
れ
る
よ
う
な
形
で
長
男
の
分
封
が
進
め
ら
れ
る
。
い
や
そ
の
ま
え
に
親
は
、
長
男
と
次
男
と
の
鵡
ま
わ
り
を
勘
案
し
て
、
分
封
の
ス
タ

つ
ま
り
隠
居
分
家
の
形
に
す
る
か
、
そ
れ
と
も
末
子
相
続
の
形
を
と
る
か
、
と
い
っ
た
決
定
で
あ
る
。
む

イ
ル
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
。

ろ
ん
婚
姻
年
齢
に
は
、
多
分
の
弾
力
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
い
わ
ゆ
る
適
齢
期
と
い
う
も
の
も
あ
っ
て
、
婚
姻
年
齢
は
多
少

で
も
標
準
化
さ
れ
て
く
る
。
事
実
、
対
象
セ
ッ
ト
の
場
合
に
は
、
次
男
の
ほ
と
ん
ど
は
二
五
、
六
識
で
結
婚
し
て
お
り
、
長
男
の
婚
姻
年

齢
と
ほ
と
ん
ど
周
年
齢
で
あ
る
。
と
な
る
と
、

乙
乙
で
長
男
と
次
男
と
の
年
齢
差
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
乙
で
平
均
値
を
求

め
る
と
、

乙
れ
は
隠
居
分
家
七
・
五
歳
、
末
子
相
続
四
・
五
載
と
、
ち
ょ
う
ど
三
・

O
歳
の
聞
き
が
し
め
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
こ
の
聞
き
は
、

あ
い
だ
に
女
子
の
入
る
場
合
ぞ
含
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
長
男
と
次
男
と
が
あ
い
次
い
で
出
生
し
た
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
そ
こ
で
乙
の

聞
き
の
読
み
と
い
う
乙
と
に
な
っ
て
く
る
。
推
測
の
域
を
出
な
い
け
れ
ど
も
、
繰
り
か
え
し
述
べ
た
よ
う
に
、
隠
居
分
家
で
は
、
長
男
夫

婦
を
本
家
に
残
し
て
、
他
の
世
帯
員
が
移
動
す
る
。
し
た
が
っ
て
と
の
移
動
に
は
よ
り
準
備
を
要
し
、
腰
も
重
く
な
っ
て
く
る
。
末
子
相

続
で
も
、
新
居
は
親
が
つ
く
る
た
て
ま
え
で
は
あ
る
が
、

そ
の
負
担
は
、
隠
居
分
家
に
く
ら
べ
で
は
軽
い
。
と
い
う
わ
け
で
親
は
長
男
と

次
男
と
の
年
齢
差
を
考
え
て
、

乙
れ
が
聞
い
て
お
れ
ば
、
隠
居
分
家
の
方
向
を
と
る
。
反
対
に
と
の
年
齢
差
が
接
近
し
て
い
る
と
、
早
く

長
男
を
分
封
す
る
措
置
に
出
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
う
し
て
よ
り
簡
便
な
長
男
分
家
、
す
な
わ
ち
末
子
相
続
の
形
を
と
る
こ
と
に
な
っ

た
。
た
だ
以
上
は
、
論
理
斉
合
的
で
は
あ
っ
て
も
、

な
お
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
具
体
的
な
資
料
は
、

そ
と
ま
で
答
え
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。

お
わ
り
に
も
う
ひ
と
つ
の
推
測
を
加
え
て
、
本
節
の
結
び
と
す
る
乙
と
に
し
た
い
。
た
だ
乙
れ
は
、
家
族
周
期
の
領
域
に
は
属
念
な
い
。

父
と
長
男
（
結
婚
当
時
）
と
の
職
業
の
ち
が
い
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
は
、
表
団
の
と
お
り
で
あ
る
。
も
っ
と
も
わ
れ
わ
れ
の
セ
ッ
ト



父と長男との職業推移表 16

I五｜長
長子相続

子

農 業 6 1 6 3 2 1 14 5 

農 漁 2 2 2 1 4 3 

漁 業 2 6 4 4 6 6 16 

その他 2 1 1 1 1 4 

不 明 1 1 1 3 

父父父父上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封 28 

足
り
る
。
ま
し
て
他
の
漁
業
基
地
に
家
を
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
新
居
の
用
意
も
、
乙
れ
を

に
あ
っ
て
は
、
分
封
の
時
期
は
戦
前
・
戦
後
に
広
く
わ
た
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
父
｜

長
男
の
設
定
か
ら
、
た
だ
ち
に
時
代
の
前
後
を
広
々
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
職

業
の
中
心
が
、
父
の
世
代
の
農
業
か
ら
、
長
男
の
世
代
の
漁
業
に
移
行
し
た
、

と
い
う
事

28 

実
は
、

ほ
ぽ
読
み
と
る
乙
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ζ

の
漁
業
は
、
地
元
の
小
漁

8 

師
や
定
置
網
の
漁
師
か
ら
、
底
曳
網
の
雇
わ
れ
漁
夫
へ
の
転
身
を
含
ん
で
い
る
わ
け
で
あ

る
。
そ
こ
で
表
団
に
つ
い
て
〈
長
子
相
続
は
さ
き
の
家
族
周
期
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
説
明
さ
れ
た
て

8 

隠
居
分
家
と
末
子
相
続
と
の
場
合
を
検
討
し
て
み
る
と
、
双
方
と
も
父
の
農
業
、
長
男
の

9 

漁
業
と
い
う
傾
向
は
看
取
さ
れ
る
。
し
か
し
隠
居
分
家
で
は
、
ま
だ
農
業
と
の
結
び
つ
き

を
と
ど
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
末
子
相
続
で
は
、
父
子
と
も
に
漁
業
の
比
重
が
高
い
、

と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
少
数
事
例
の
操
作
な
の
で
、
断
定
は
避
け
た
い
が
、

9 

た
だ
と
の

結
果
か
ら
す
れ
ば
、
隠
居
分
家
は
農
家
の
パ
タ
ー
ン
、
末
子
相
続
は
漁
家
の
パ
タ
ー
ン
と

11 

い
う
ζ

と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
で
は
な
ぜ
隠
居
分
家
は
農
家
に
、
末
子
相
続
は
漁
家
に

11 

付
着
す
る
傾
向
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
農
家
と
し
て
の
分
封
に
は
、
必
然
的
に
耕
地
の

分
与
と
な
に
が
し
か
の
生
産
器
具
の
準
備
と
を
必
要
と
す
る
。
乙
れ
に
対
し
て
経
営
者
で

は
な
い
当
地
の
漁
家
に
あ
っ
て
は
、
新
夫
婦
に
住
居
一
与
え
れ
ば
、

そ
れ
で
ほ
ぼ
ζ

と
が

計

七
七



上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

·~ 

/¥ 

要
し
な
い
。
す
な
わ
ち
後
者
に
お
け
る
分
封
の
容
易
さ
は
、

乙
れ
を
推
測
す
る
と
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
と
れ
は
、
漁
家
と
末
子
相
続

と
の
結
び
つ
き
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
農
家
と
隠
居
分
家
と
の
連
関
は
、
か
な
ら
ず
し
も
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。
と
い
う
よ
り

も
、
こ
う
し
た
問
題
の
提
起
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
資
料
は
、
あ
ま
り
に
も
貧
困
で
あ
る
。
乙
れ
も
推
測
に
と
ど
め
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

八

事

例

の

提

示

そ
乙
で
乙
の
さ
い
長
子
相
続
・
隠
居
分
家
・
末
子
相
続
の
三
相
続
形
態
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

G 

家
（
長
子
相
続
）

両
親
は
明
治
四
三
年
に
結
婚
し
た
が
、
父
二
五
議
、
母
二
三
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
二
二
年
聞
に
六
男
・
二
女
を
も
う
け
た
。

と
乙
ろ
が
父
は
昭
和
一
三
年
、
五
三
歳
で
死
亡
す
る
。
末
男
は
ま
だ
六
歳
に
し
か
な
っ
て
い
な
い
。
た
だ
長
男
は
、
そ
の
前
年
に
結
婚
し

次
男
は
、
父
死
亡
の
翌
年
、
結
婚
し
て
、

て
お
り
、
乙
れ
が
そ
の
ま
ま
跡
と
り
と
い
う
乙
と
に
な
っ
た
。
職
業
は
父
・
長
男
と
も
、
農
業
の
か
た
わ
ら
一
本
づ
り
に
従
っ
て
い
た
。

一
年
ほ
ど
同
居
の
の
ち
分
家
し
た
。
家
は
当
人
と
母
親
と
が
協
力
し
て
建
て
た
。
長
女
は
、
父

死
亡
の
前
々
年
、
生
月
島
へ
、
次
女
は
父
死
亡
の
翌
年
、
隣
の
小
串
へ
と
出
嫁
し
た
。
だ
か
ら
パ
タ
パ
タ
と
、
四
人
の
始
末
が
つ
い
た
乙

と
に
な
る
。
三
男
は
出
征
し
て
、
昭
和
一
九
年
に
戦
死
し
た
。
四
男
は
事
情
が
あ
っ
て
結
婚
せ
ず
、
長
男
家
に
同
居
し
て
い
る
が
、

ア
グ

リ
の
漁
師
で
あ
る
。

五
男
は
昭
和
三
一
年
に
妻
帯
、
五
年
の
後
に
分
家
。

拓
部
落
に
移
っ
た
の
で
、
末
男
夫
婦
は
、
そ
の
空
家
に
住
む
乙
と
に
な
っ
た
。
五
男
・
末
男
と
も
ア
グ
リ
の
漁
師
で
あ
る
。
母
は
阻
和
四

二
年
、
八

O
歳
で
永
眠
し
た
。
当
家
の
耕
地
は
、
田
一
反
、
畑
三
反
だ
け
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
五
男
が
分
家
し
た
と
き
、
兄
第
の
話
し
あ

末
男
も
続
い
て
結
婚
し
た
が
、
当
時
、
次
男
が
佐
賀
県
の
閲



い
で
、
長
男
と
五
男
と
で
均
分
し
た
。
隠
居
分
の
設
定
は
な
い
。

H 

家
（
隠
居
分
家
）

両
親
と
も
に
ま
だ
健
在
で
あ
る
。
五
男
・
三
女
を
持
っ
た
が
、

乙
れ
が

み
な
成
人
す
る
。

長
男
は
昭
和
三

O
年
、
二
五
識
で
結
婚
し
た
。

五
O
識
の
と
き
で
あ
る
。
そ
し
て
七
年
間
、
同
居
の
の
ち
、
親
は
次
男
以

下
を
連
れ
て
、

と
い
う
の
は
、
次

隠
居
分
家
を
お
と
な
う
乙
と
な
る
。

男
が
昭
和
三
七
年
に
結
婚
す
る
。
親
子
三
夫
婦
の
同
居
は
か
な
わ
な
い
か

ら
で
あ
る
。
長
男
に
は
、
す
で
に
三
子
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
次
男
夫
婦

と
の
同
居
は
、
二
年
で
終
わ
っ
て
、
親
は
も
う
一
度
隠
居
す
る
乙
と
に
な

る

男
が
阻
和
三
九
年
、
乙
れ
ま
た
結
婚
し
た
か
ら
で
あ
る
。

長
女
・
次
女
は
、

そ
の
ま
え
に
婚
出
し
た
。
三
男
の
下
は
、
六
歳
離
れ
て

四
男
と
な
る
け
れ
ど
も
、

乙
れ
は
大
阪
で
働
い
て
い
る
。
三
女
も
出
嫁
し

た
。
と
う
し
て
両
親
は
、
間
和
四
O
年
、
三
度
目
の
隠
居
分
家
を
お
乙
な

っ
た
。
だ
か
ら
当
家
で
は
、
四
男
が
他
出
中
の
た
め
、
乙
れ
が
省
か
れ
て
末

子
に
移
行
し
た
乙
と
に
な
る
。
と
と
も
に
親
と
し
て
は
、
隠
居
分
家
開
始

以
後
、
は
じ
め
て
独
身
の
子
ど
も
と
の
同
居
が
実
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

父な
お

家

婚

続

婚

分

家（長子相続）

昭12
相

昭14
昭15

G 

父一一一「一長男
（明18一昭13) I ＜明43ー）

｜｜ 

母
（明20一昭42)

-2 男
（大3ー）

婚
生月島

婚
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一 長 女
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承

承

承

婚

継

婚
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上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

I 

家
（
末
子
相
続
）

J¥ 。

父
は
大
正
一

O
年
、
二

O
歳
で
結
婚
し
て
、
昭
和
一
九
年
ま
で
の
二
四
年
間
に
、
四
男
・
五
女
を
持
っ
た
。
こ
の
う
ち
次
男
は
、
独
立

後
死
亡
し
て
、
父
は
昭
和
四
八
年
、
七
二
歳
の
生
渥
を
と
じ
た
。

ど
も
は
順
次
分
家
さ
せ
て
、

母
は
存
命
中
で
あ
る
。

さ
て
当
家
は
、
完
全
な
末
子
相
続
型
で
、
子

す
な
わ
ち
長
男
は
阻
和
二
三
年
、
次
男
は
二
八
年
、
三
男
は

現
在
、
親
（
母
）
は
末
子
と
住
ん
で
い
る
。

翌
年
に
は
分
家
し
た
。
家
は
父
と
長
男
、
そ
れ
に
次
男
の

協
力
で
建
て
た
。

四
O
年
、
そ
れ
ぞ
れ
村
内
に
分
家
さ
せ
た
。

当
時
、
長
男
に
は
す
で
に
二
子
が
あ
り
、
末
弟
は
ま
だ
四
歳
に
す
ぎ
な
い
。
父
も
四
七
議
で
あ
る
。

乙
の
と
き
に
は
一
子
が
あ
っ
た
。
た
だ
と
の
時
点
に
は
、

長
男
は
一
一
一
一
歳
で
結
婚
し
て
、

家
分
か
れ
は
、

ま
ず
必
然
的
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
次
男
は
結
婚
後
、
三
年
し
て
分
家
す
る
が
、

家（米子相続）

昭21
昭23家
家

家

婚

分

婚

分

婚

婚

婚

婚

分

婚

婚

男
一aa宮

唱
E
4

長
大一。。一aa宮

、

』

J

一

昭

一

父一
H
H
母
お

引

剖

明

明

（ -2 男昭25
（昭 1一昭40）昭28

昭23

昭24

昭26

昭36
閉40

昭34

昭36

一長女
（昭3ー）

-2 女
（昭6ー）

-3 女
（昭8ー）

-3 男
（昭10ー）

-4 女
（昭12ー）

-5 女
（昭14ー）

-4 男

‘（昭19ー）
昭44 婚
同年相続

長
女
か
ら
三
女
ま
で
が
片
つ
い
て
い
る
。
次
男
の
家
は
、
親
と
本
人
、

そ
れ
に
三
男
の
協
力
で
建
て
た
。
と
こ
ろ
で
三
男
は
、

あ
い
だ
に
娘

三
人
を
含
む
の
で
、

次
男
か
ら
す
る
と
九
蔵
も
下
で
あ
る
。

乙
の

二
男
は
、

昭
和
三
六
年
に
結
婚
し
て
、
四
O
年
に
分
家
し
た
。

乙

の
分
家
に
は
、
実
は
次
男
の
死
が
関
係
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、

同
年
、
次
男
が
死
亡
し
て
、
妻
子
が
実
家
に
戻
っ
た
。
空
家
に
な
っ

た
の
で
、

乙
れ
を
買
取
っ
て
三
男
が
分
家
し
た
。
乙
の
と
き
に
は
、

父
と
本
人
と
末
男
と
が
協
力
し
た
。
三
男
の
分
家
時
に
は
、
四
女
と

五
女
も
婚
出
し
て
い
る
の
で
、
家
は
親
と
末
男
だ
け
で
あ
る
。

乙

つ



し
て
末
男
は
、
四
四
年
に
結
婚
、

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
両
親
は
隠
居
の
身
と
な
っ
た
。
父

六
八
歳
、
末
男
二
五
競
の
と
き
で
あ
る
。
そ
乙
で
当
家
の
場
合
、
長
子
相
続
と
く
ら
べ
て
、

跡
と
り
の
年
齢
は
二

O
歳
の
繰
り
の
ベ
と
な
っ
た
。
ま
た
父
は
、
長
男
を
持
っ
て
か
ら
四
四

年
自
に
、

は
じ
め
て
子
ど
も
の
世
話
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

九

財

産

の

分

与

と
こ
ろ
で
わ
れ
わ
れ
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
財
産
の
分
与
が
そ
れ

で
あ
る
。
も
っ
と
も
乙
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
触
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
し
、
事
例
を
提

示
し
た
さ
い
、

あ
わ
せ
て
述
べ
る
と
乙
ろ
も
あ
っ
た
。
し
か
し
す
べ
て
の
セ
ッ
ト
を
計
数
的

に
処
置
す
る
と
、
表
口
の
よ
う
に
な
る
。
分
封
が
完
結
し
な
い
セ
ッ
ト
も
あ
り
、
ま
た
完
結

し
で
も
、
財
産
は
未
配
分
の
ま
ま
の
も
の
も
見
う
け
ら
れ
る
。
が
、
均
分
の
絶
対
的
な
リ
l

ド
は
、
ま
ず
動
か
す
乙
と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
れ
が
五
一
%
に
当
た
り
、
不
均
分
は

九
%
、
ま
た
一
括
相
続
は
一
二
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
未
配
分
一
一
一
%
、
財
産

な
し
六
%
、
不
明
六
%
と
い
っ
た
と
ζ

ろ
で
あ
る
。
な
お
未
配
分
・
無
財
産
・
不
明
の
三
者

を
除
く
と
、
均
分
が
六
九
%
、
す
な
わ
ち
七
割
に
迫
り
、

一
括
は
一
七
%
、
不
均
分
は

%
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
相
続
形
態
別
で
は
、
若
干
の
変
化
も
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
均
分

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

ιl aa－－ロ

長子相続 1 ( 9.1) 6(54.5) 1( 9.1) 2(18. 2) 1( 9.1) 11(100) 

癒居分家 6(66. 7) 1 (11.1) 1(11.1) 1(11.1) 9(100) 

末子相続 2(25. 0) 3(37. 5) 1(12. 5) 1(12. 5) 1(12. 5) 8(100) 

混合型 D 1 (50. 0) 1(50. 0) 2(100) 

混合型 E 1(100) 1(100) 

与

不
産
し

分

分｜不均分｜未配分｜雪

の産財表 17

括｜均

/¥ 
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上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

｝＼ 

の
リ
l
ド
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
と
乙
ろ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
長
子
相
続
が
し
め
す
傾
向
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
乙
乙
で
も
均
分
が
過

半
数
を
占
め
、

一
括
と
い
う
の
は
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
と
す
れ
ば
当
地
の
長
子
相
続
は
、
け
っ
し
て
長
子
家
督
の
姿
勢
で
は
な
い
。
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
、
家
族
周
期
の
変
調
に
よ
っ
て
、
た
ま
た
ま
跡
と
り
が
長
男
に
な
っ
た
。
あ
る
い
は
長
男
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
隠
居
分
家
や
末
子
相
続
と
同
じ
く
、
不
定
相
続
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
。
言
い
か
え
れ
ば
、
相
続

のそ
質、れ
とだ
しけ
ての
はこ
同と
じで
であ
あつ
るて

し
か
も
と
の
長
子
相
続
に
お
け
る
一
括
の
一
例
は
、
実
は
そ
れ
自
身
、
暫
定
的
な
措
置
に
す
ぎ
な
い
。

つ
い
で
な
の
で
例
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

持
ち
、

J
家
が
そ
れ
で
あ
る
。

父
は
四
二
歳
で
他
界
し
て
し
ま
う
が
、
二
男
・
五
女
を

こ
の
う
ち
次
女
と
五
女
と
は
幼
死
す
る
。

（
末
子
）
は
二
歳
に
す
ぎ
な
い
。
父
は
ア
グ
リ
の
機
関
士
で
あ
っ
た
が
、
母
が
わ
ず

女

縁

出

死

養
離
婚

家（長子一括相続）

岡29
昭30
昭31

J 

父ー一一ーで長 女
（明38一昭22) ｜（昭6ー）

｜｜ 

母
（明43ー）

し
か
し
他
界
当
時
、
な
お
二
男
・
三
女
が
残
さ
れ
た
。

し
か
も
長
男
は
九
歳
、
次
男

-2 女幼
（昭9一昭9)

昭31 婚
崎芦町

昭44 婚
同年相続

昭41 婚
愛知県

未
大

－
三
女
・
四
女
の
嫁
入
り
を
す
ま
せ
た
。

こ
う
し
て
長
男
が
昭
和
四
四
年
、
結

死

婚

阪

か
の
土
地
を
耕
し
、
ま
た
土
方
に
も
出
て
生
計
を
維
持
し
た
。
そ
の
か
ん
に
長
女

-5 女幼
（昭19一昭19)

婚
す
る
と
同
時
に
母
の
あ
と
を
引
継
い
だ
。
当
人
は
、

ア
グ
リ
の
漁
師
で
あ
る
。

-3 女
（昭10ー）

一長男
（昭13ー）

-4 女
（昭16ー）

-2 男
（昭20ー）

と
こ
ろ
で
次
男
は
、
長
男
の
あ
と
一
三
年
し
て
生
ま
れ
た
。
と
て
も
末
子
相
続
な

本
人
は
昭
和
田
三
年
、

大
阪
に
出
た
が
、

ど
、
で
き
る
す
じ
あ
い
で
は
な
い
。

調
査
当
時
、
未
婚
で
あ
る
。
そ
乙
で
財
産
分
け
で
あ
る
が
、
結
婚
と
と
も
に
長
男

は
、
畑
一
反
六
畝
と
家
屋
敷
と
を
母
か
ら
受
継
い
だ
。
当
家
の
財
産
は
、

乙
れ
だ

け
で
あ
る
。
弟
へ
の
分
与
は
な
い
。
し
か
し
母
の
気
持
か
ら
す
れ
ば
、
も
し
弟
の



請
求
が
あ
れ
ば
、
別
途
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
の
乙
と
で
あ
っ
た
。
さ
き
に
暫
定
的
な
措
置
と
い
っ
た
理
由
で
あ
る
。

な
お
均
分
の
例
と
し
て
は
、
さ
き
の

I
家
も
そ
れ
で
あ
る
。
当
家
で
は
前
述
の
よ
う
に
、
分
家
に
さ
い
し
て
は
父
と
当
人
の
弟
が
協
力

す
る
と
い
う
形
で
、
新
居
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
四
人
の
男
子
は
、

み
な
ア
グ
リ
の
漁
師
で
あ
る
。
当
家
の
財
産
は
、
畑
八
反
六

畝
と
、
別
に
山
林
一
町
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
四
人
の
子
ど
も
に
は
、
畑
ニ
反
ず
つ
を
分
与
し
、
残
り
の
六
畝
を
隠
居
分
と
し
て
保
留
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
隠
居
分
に
充
て
た
土
地
は
、

の
ち
道
路
に
取
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
代
金
七
万
円
は
、

こ
れ
を
三
男
と
末
男
と
に
分
け
て
や

っ
た
と
い
う
。
七
万
円
の
配
分
は
、
全
部
の
子
ど
も
に
わ
た
ら
な
か
っ
た
が
、
も
と
も
と
ζ

れ
は
隠
居
分
で
あ
る
。
親
の
裁
量
に
ま
か
せ

て
よ
い
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
山
林
一
町
は
、
ま
だ
手
っ
か
ず
だ
と
い
う
。

お
わ
り
に
不
均
分
の
例
と
し
て
、

家（不均分相続）K 

明

K
家
の
場
合
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
当
家
は
末
子
相
続
型
の
分
封
を
お
こ
な
っ
た
が
、
跡
と
り
は
仲

兄
と
な
っ
た
。
旧
戸
籍
の
検
索
が
で
き
ず
、
生
年
に
は
不
明
の
点
を
残
す

長崎へ他出
会社員

婚
相続

昭42 婚
長崎市

佐世保へ他
出豆腐屋

昭34 婚
長崎市

佐世保へ
養女

昭43 婚
福岡市

昭36
昭37

不女
）明

長げ
w

f
 

-2 男
（昭9ー）

-2 女
（昭10ー）

-4 女
（不明）

-5 女
（昭21一）

-3 男
（昭12ー）

-3 女
（昭15一）

一長男
（不明）

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

が
、
長
男
は
結
婚
当
時
、
ア
グ
リ
の
漁
夫
を
し
て
い
た
。
し
か
し
親
と
の

同
居
二
年
後
に
、

会
社
員
と
し
て
長
崎
市
に
転
出
し
た
。

次
男
も
ア
グ

リ
の
漁
夫
で
あ
る
が
、
昭
和
三
六
年
、
二
七
歳
で
結
婚
し
た
。
当
時
、
長

女
と
三
女
と
は
、
す
で
に
他
に
嫁
し
て
い
る
。
翌
年
、
乙
の
次
男
が
相
続
、

父
は
六
一
歳
に
達
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、

次
男
の
下
は
、
娘
（
次
女
）

を
置
い
て
、
三
つ
下
の
三
男
と
な
る
が
、

乙
の
三
男
は
早
く
か
ら
佐
世
保

の
豆
魔
屋
に
働
き
、

や
が
て
岡
市
内
に
独
立
の
店
を
持
っ
た
。
そ
の
後
、

/¥ 



上
五
島
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族
分
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｝＼ 
四

次
女
・
五
女
の
出
嫁
が
進
め
ら
れ
て
（
四
女
は
幼
少
の
と
き
養
女
に
出
る
）
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
さ
て
当
家
は
、
土
地
と
し
て
は
畑
三
反

し
か
持
た
な
い
。
乙
れ
を
長
男
・
末
男
に
そ
れ
ぞ
れ
五
畝
、
跡
と
り
の
次
男
に
は
二
反
を
分
与
し
た
。
隠
居
分
の
設
定
は
な
い
。
思
え
ば

長
男
も
末
男
も
、
他
産
業
に
従
い
、
ま
た
村
に
も
住
ん
で
い
な
い
。
不
均
分
と
な
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
在
住
戸
で
あ
っ
た

な
ら
、
事
情
の
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
三
反
の
土
地
は
、
現
在
、
父
が
管
理
・
耕
作
し
て
い
る
。

お

わ

り

以
上
で
わ
れ
わ
れ
は
、
対
象
部
落
の
家
族
分
封
に
つ
い
て
、

い
ち
お
う
の
分
析
を
終
わ
っ
た
。
資
料
の
蒐
集
が
意
に
ま
か
せ
ず
、

し
Tこ

が
っ
て
分
析
も
不
十
分
に
と
ど
ま
っ
た
ζ

と
は
、

乙
れ
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
象
部
落
の
分
封
の
姿
が
通

日
本
的
な
長
子
家
督
と
は
あ
き
ら
か
に
異
な
る
こ
と
は
、

お
そ
ら
く
異
論
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、

乙
乙

で
は
た
と
え
長
男
の
跡
と
り
が
実
現
し
て
も
、

そ
れ
は
家
族
周
期
と
財
産
分
与
の
様
態
と
か
ら
し
て
、
け
っ
し
て
長
子
家
督
で
は
な
い
。

不
定
相
続
の
一
種
に
す
ぎ
な
い
。
で
は
乙
れ
ら
の
家
族
慣
行
は
、

か
れ
ら
が
原
住
地
か
ら
持
ち
乙
ん
だ
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
る
ほ

ど
九
州
本
土
の
カ
ト
リ
ッ
ク
や
キ
リ
シ
タ
ン
の
部
落
に
も
、
わ
れ
わ
れ
の
い
う
不
定
相
続
の
形
は
、
諸
所
で
乙
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
、
す
な
わ
ち
神
の
ま
え
に
あ
っ
て
は
人
は
す
べ
て
平
等
と
い
う
教
え
が
、
家
族
分
封
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
た
、

と
説
明
す
る
向
き
も
み
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
れ
ら
は
全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
広
域
的
に
不
定
相
続
の
分

布
状
態
を
な
が
め
た
と
き
、

こ
れ
ら
の
説
が
な
お
説
得
的
で
な
い
乙
と
は
、
他
の
論
説
で
も
述
べ
て
お
い
た
と
お
り
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

と
し
て
は
、

こ
の
さ
い
む
し
ろ
か
れ
ら
の
入
植
を
許
し
た
、
地
域
状
況
そ
の
も
の
に
注
目
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、



『
北
魚
目
郷
土
誌
』

（
大
正
六
年
刊
）
は
、
域
内
の
米
山
部
落
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

・1
・
隣
邑
米
山
は
耶
蘇
教
徒
部
落
に
し
て
、
慶
応
年
間
、
山
田
斧
右
衛
門
・
白
浜
忠
五
郎
、
北
松
浦
郡
前
方
村
字
野
方
及
び
本
村
曽
根
郷
よ
り
移
住
せ

し
を
始
め
と
し
、
そ
れ
よ
り
縁
者
相
次
い
で
移
住
し
来
り
、
以
て
今
日
に
至
る
。
而
し
て
斯
る
移
住
者
に
は
明
治
十
九
年
頃
迄
は
、
土
地
の
譲
受
は
単
に

酒
代
の
み
を
出
さ
せ
し
が
、
其
以
後
は
山
林
一
反
五
円
乃
至
十
五
円
を
出
さ
し
め
て
譲
受
を
な
し
つ
つ
あ
り
し
由
。
以
て
当
時
の
一
般
を
知
る
べ
し
。

に
た
〈
ぴ

か
れ
の
住
む
広
瀬
部
落
の
あ
た
り
は
、
も
と
似
首
（
旧
魚
日
村
）
の
新
聞
で

ま
た
車
問
砂
ヶ
浦
教
会
の
宿
老
・
平
瀬
半
次
郎
氏
に
よ
る
と
、

あ
っ
た
。
土
地
は
、

た
ぶ
ん
冨
江
の
殿
さ
ま
の
も
の
だ
っ
た
と
思
う
が
、

た
だ
地
籍
が
似
首
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
庄
屋
の
小
作
人
と
な
っ

外雪て
海るい
かる
ら者
逃も
げい
てた
き 0

7こ
人
カ王
多
く

上
の
山
は

当
時
、

何
人
か
で
拓
い
た
も
の
だ
が
、

乙
の
分
だ
け
を
殿
さ
ま
か
ら
頂
い
た
。

じ
げ

掘
立
小
屋
を
建
て
た
。
食
い
物
に
悶
る
の
で
、
地
下
の
人
た
ち
が
相
手

そ
の
世
話
賃
と
し
て
、

に
し
な
い
よ
う
な
山
を
拓
い
た
、

（1
）
拙
稿
「
カ
ト
リ
ッ
ク
島
の
相
続
慣
行
」
（
『
宗
教
研
究
』
一
九
五
号
、
昭
和
四
三
年
、
二
ハ

i
一
七
頁
）
。

（2
）
内
藤
莞
爾
・
土
居
平
「
カ
ト
リ
ッ
ク
漁
民
の
家
族
分
封
」
（
『
哲
学
年
報
』
第
三
一
輯
、
昭
和
四
七
年
、
五
二
｜
五
三
頁
）
。

と
述か
べれ
てら
いは
るす Jli
r 蔭

に
隠
れ
て

お
よ
そ
の
事
情
が
推
察
怠
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
す
で
に
一
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

乙
の
開
拓
は
ま
さ
に
苦
難
の
道
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
加
え
て
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
お
そ
ら
く
キ
リ
ス
ト
教
の
説
く
家
族
計
画
の
タ
ブ
ー
を
保
持
し
て
い
た
。
い
き
お
い
増
え
る
子

ど
も
の
措
置
と
し
て
、
家
族
分
封
以
外
の
方
法
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
て
隠
居
分
家
と
い
う
、
藩
と
し
て
は
脱
法
行
為
に
属
す
る
方

も
と
い
え

法
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
長
男
夫
婦
に
本
家
と
土
地
と
を
与
え
て
、
親
と
世
帯
員
と
は
、
新
し
い
土
地
の
開
拓
に

向
か
っ
た
。
そ
し
て
ζ

の
土
地
と
家
も
、
次
男
夫
婦
に
渡
し
て
、
親
は
怠
ら
に
新
聞
の
地
を
求
め
て
出
て
い
っ
た
。
労
働
・
8
え
と
い
わ
な
け

れ
ば
、

た
と
え
や
せ
て
は
い
て
も
、
土
地
を
入
手
す
る
道
は
聞
け
て
い
た
。
ま
さ
に
「
地
広
く
人
少
な
く
し
て
、
山
林
未
だ
聞
け
ざ
る
」

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

｝＼ 
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上
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た
め
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
禁
教
令
の
廃
止
以
後
、

こ
れ
ら
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
わ
ゆ
る
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
の
こ
途
を
歩
む

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
と
の
分
岐
点
が
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
そ
れ
か
ら
の
「
明
治
百
年
」
に

あ
っ
て
は
、

カ
ト
叫
ノ
ッ
ク
、

キ
リ
シ
タ
ン
、
そ
し
て
仏
教
徒
、
神
道
者
の
あ
い
だ
に
は
、

ほ
と
ん
ど
転
宗
の
事
実
は
な
い
。
す
な
わ
ち
闇

定
し
た
ま
ま
に
、

乙
ん
に
ち
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
行
政
も
、

こ
の
事
実
に
沿
っ
て
部
落
の
編
成
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
部
落
が
地
域

的
に
点
在
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、

表
ー
に
掲
げ
た
よ
う
に
、

一
部
の
混
住
を
別
と
し
て
、

部
落
は
そ
の
ま
ま
宗
派
別
集
団
の
観
を

呈
し
て
い
る
。
小
串
郷
は
、
小
串
・
上
小
串
・
大
浦
の
三
部
落
か
ら
成
る
が
、
小
南
は
仏
教
徒
（
浄
土
真
宗
）
、

上
小
南
は
キ
リ
シ
タ
ン
、

大
浦
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
。
ま
た
立
串
郷
は
、
立
串
・
上
立
串
・
小
瀬
良
の
三
部
落
か
ら
成
り
、
立
串
に
は
仏
教
徒
と
神
道
者
の

双
方
が
み
ら
れ
る
が
、
上
立
串
は
キ
リ
シ
タ
ン
、
小
瀬
良
は
仏
教
徒
で
あ
る
。

ひ
ら
き

徒
は
ゐ
っ
き
（
居
付
）
又
は
聞
と
称
し
、
ぢ
げ
（
地
下
）
と
風
俗
習
慣
を
異
に
し
、
古
来
互
に
嫁
要
せ
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
乙
ん

そ
し
て
前
出
の
『
北
魚
目
郷
土
誌
』
よ
る
と
、

「
天
主
教

に
ち
で
も
、
通
婚
の
事
実
は
、

き
わ
て
僅
少
の
よ
う
で
あ
る
。
む
ろ
ん
三
分
の
一
を
占
め
る
キ
リ
ス
ト
教
系
住
民
の
人
口
量
は
、
町
議
会

の
構
成
に
は
投
影
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
定
員
十
八
名
の
う
ち
、
六
名
は
、
丸
尾
・
曽
根
・
仲
知
・
米
山
の
出
身
議
員
で
あ
る
。
た
だ

し
キ
リ
シ
タ
ン
部
落
か
ら
の
議
員
は
、
ま
だ
現
わ
れ
な
い
。

な
お
こ
の
さ
い
旧
村
に
当
た
る
「
郷
」
に
つ
い
て
も
、
言
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
こ
れ
は
、

こ
ん
に
ち
で
は
自
治

組
織
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、

と
く
に
小
串
郷
に
お
い
て
い
ち
じ
る
し
い
。
も

じ
か
た

と
も
と
小
串
郷
と
立
串
郷
と
は
、
旧
藩
時
代
か
ら
、
郷
村
の
性
格
を
異
に
し
て
い
た
。
五
島
藩
と
宮
江
藩
と
に
あ
っ
て
は
、
百
姓
は
地
方

し
か
し
強
い
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
点
は
、



か
ま
ど

百
姓
・
浜
百
姓
・
竃
百
姓
の
三
種
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。
地
方
百
姓
は
農
民
、
浜
百
姓
は
漁
民
、
寵
百
姓
は
塩
燐
の
専
業
で
あ
る
。
そ
し

て
小
串
は
浜
百
姓
、
立
串
は
竃
百
姓
と
し
て
特
佑
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
加
え
て
町
村
制
以
後
、
立
串
に
は
北
魚
目
役
場
・
学
校
等

が
立
地
し
、
村
行
政
の
拠
点
と
し
て
の
変
佑
を
み
た
。
が
、
そ
の
半
而
、
共
同
体
と
し
て
の
体
制
は
、
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

定
置
網
の
漁
業
権
も
、
北
魚
目
第
一
漁
協
（
小
串
）
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
肩
が
わ
り
を
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
小
串
郷
に
は
、
純
漁
村
と
し
て
の
伝
統
が
維
持
さ
れ
て
、

こ
ん
に
ち
で
も
大
型
三
統
、
小
型
九
統
の
定
置
網
が
五
人
の
網

一
苅
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
。
自
治
組
織
と
し
て
の
小
串
郷
は
、
六
部
落
に
分
か
れ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
大
浦
、

キ
リ
シ
タ
ン
の
上
小
串

は
そ
れ
ぞ
れ
一
部
落
、
小
串
だ
け
が
一
戸
数
の
点
か
ら
、
四
部
落
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
郷
の
組
織
と
し
て
は
、
郷
長
一
、
部
落
長
六
を
配

そ
の
任
期
は
、
以
前
は
一
年
、
現
在
で
は
乙
れ
が
三
年
に
改
め
ら
れ
た
。
隣
組
は
、
終
戦
後
廃
止
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

ほ
ん

ηん

な
お
部
落
長
は
、
町
の
駐
在
員
を
兼
ね
て
い
る
。
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
が
、
た
だ
選
挙
権
の
行
使
で
き
る
の
は
、
本
軒
の
戸
主
だ
け

で
あ
る
。
本
軒
は
、
内
料
に
対
す
る
も
の
で
、
本
軒
三

0
0、
内
軒
一

O
Oと
い
う
の
が
、
お
お
ま
か
な
数
で
あ
る
。
内
軒
は
、
賦
役
そ

し
て
い
る
が
、

の
他
、
郷
民
と
し
て
の
負
担
を
免
れ
て
い
る
一
戸
の
乙
と
で
あ
っ
て
、
隠
居
家
、
収
入
の
な
い
母
子
家
庭
、

そ
れ
に
一
年
を
経
な
い
入
郷
者

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
内
軒
の
査
定
は
、
郷
の
役
員
会
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
在
住
戸
に
区
別
を
設
け
た
の
は
、

lま

か
で
も
な
い
。
郷
有
財
産
に
よ
っ
て
、
郷
の
運
営
が
ほ
と
ん
ど
賄
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
郷
は
山
林
五
八
町
の
ほ
か
、
宅

地
・
建
物
も
持
ち
、
ま
た
キ
ビ
網
も
経
営
し
て
い
る
。
な
お
最
近
は
、
休
耕
地
と
な
っ
た
段
々
畑
に
甘
夏
柑
も
植
樹
し
た
。
と
い
う
わ
け

で
こ
こ
で
は
郷
費
・
部
落
費
は
い
っ
さ
い
徴
収
せ
ず
、

「
赤
い
羽
根
」
も
、

郷
費
で
支
払
わ
れ
て
い
る
。

い
や
さ
き
ほ
ど
の
甘
夏
柑
に
し

て
も
、
表
面
は
本
軒
ご
戸
当
た
り
五
、

0
0
0円
の
出
資
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
郷
が
全
額
肩
が
わ
り
を
し
て
い
る
。
乙
れ
に
対
し
て

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封
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本
軒
の
賦
役
に
は
、

か
つ
て
は
農
道
や
海
岸
の
整
備
、
郷
有
林
の
手
入
、
校
庭
の
除
草
な
ど
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
と
れ
ら
の
出
不
足
に
は
、

規
定
の
額
を
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
ん
に
ち
で
は
、

こ
れ
ら
は
大
き
く
雇
用
労
働
力
に
代
わ
っ
て
、
賦
役
と
し
て
は

祭
礼
の
出
役
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
小
串
神
社
の
定
例
祭
で
あ
っ
て
、
旧
六
月
十
五
日
の
祇
園
祭
、
旧
十
月
十
五
日
の
道
真

公
が
そ
れ
で
あ
る
。
乙
の
と
き
に
は
み
乙
し
ゃ
太
鼓
が
繰
り
だ
さ
れ
、

こ
れ
に
と
も
な
う
労
働
力
と
出
費
と
が
、
本
軒
に
課
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
本
軒
と
し
て
は
、
負
担
よ
り
も
利
益
の
ほ
う
が
大
き
い
。
積
立
て
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
年
度
末
に
は
分
配
金
さ
え
計
算
さ
れ
る
。

そ
れ
で
隠
居
家
で
も
、

な
か
な
か
内
軒
に
な
ろ
う
と
し
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

た
だ
こ
う
し
た
郷
の
運
営
の
な
か
で
、

d
z
n
Z
R
m川町
0
8
3
の
役
割
を
果
す
の
は
、

や
は
り
漁
民
集
団
リ
仏
教
徒
で
あ
る
小
串
部
落
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
に
対
し
て
上
小
串
や
大
浦
を

J
R
q
z
o江
巳

m
g
z
q－
aoE白
山
色
町
吋
印
ョ
あ
る
い
は

d
O
4
2
0
g
R白
蓮
と

そ
の
呼
び
か
た
は
自
由
で
あ
ろ
う
が
、
要
す
る
に
小
串
部
落
民
と
の
あ
い
だ
に
は
、
あ
る
程
度
「
壁
」
の
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

と
く
に
信
仰
に
発
す
る
違
和
感
は
、

乙
れ
を
随
所
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
裏
か
ら
す
れ
ば
、

そ
う
し
た
違
和
感
を
前
提
と
し
な
が
ら
、

郷
は
な
お
そ
の
統
合
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
。
そ
こ
に
小
串
郷
の
特
色
が
あ
る
と
も
い
え
る
。
た
と
え
ば
い
ま
述
べ
た
小
串
神
社
で

あ
る
が
、
そ
の
宮
総
代
は
小
串
部
落
の
氏
子
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
立
串
郷
で
は
、
郷
社
・
乙
姫
神
社
の
祭
礼
に
は
御
神
幸
が
な
さ
れ
る
が
、

乙
の
行
列
も
上
立
串
に
は
回
ら
な
い
。
も
っ
と
も
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

カ
ト
リ
ッ
ク
や
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
た
ち
が
参
加
す
る
の

を
こ
ば
む
も
の
で
は
な
い
。

な
お
こ
う
し
た
違
和
感
は
、

よ
そ
と
同
じ
よ
う
に
、
仏
教
徒
と
神
道
者
と
の
あ
い
だ
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
立
南
部
落
の
半
数
は
、
神

道
祭
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
盆
と
正
月
に
は
、
神
職
は
神
道
者
・
仏
教
徒
を
問
わ
ず
に
、

一
軒
一
軒
ま
わ
っ
て
あ
る
く
。
小
串
部
落
に



も
少
数
の
神
道
者
は
い
る
が
、

こ
れ
も
同
様
で
あ
る
。

そ
れ
は
別
と
し
て
、

民
ロ
ロ
ロ
】
内
山
初
吋

m
阿円。口問】ョ

と
の
違
和
感
は
、

観
察
す
る
か
ぎ

り
、
キ
リ
シ
タ
ン
よ
り
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ほ
う
が
大
き
い
。
た
と
え
ば
キ
リ
シ
タ
ン
で
も
、

七
五
三
や
祭
礼
の
と
き
に
は
、
宮
詣
り
を
す

る
。
け
れ
ど
も
誕
生
の
と
き
だ
け
は
、
別
の
儀
式
（
洗
礼
）
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
葬
儀
の
と
き
も
神
職
の
参
加
に
は
一
定
の
限
界

が
あ
る
、

と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
墓
場
は
、
仏
教
徒
と
神
道
者
と
は
一
緒
に
な
っ
て
も
、

カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
ま
っ
た
く
の
別
墓
で
あ
る
。

小
串
郷
で
は
、
郷
と
し
て
の
霊
枢
車
を
持
っ
て
い
る
が
、

カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
土
葬
の
た
め
こ
れ
が
不
要
で
あ
る
。
そ
れ
で
別
に
葬
儀
用
の

張
幕
を
つ
く
っ
て
や
っ
た
と
の
ζ

と
で
あ
る
。

思
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
シ
タ
ン
両
信
徒
と
も
、
か
れ
ら
は
そ
の
原
住
地
を
ほ
ぼ
等
し
く
し
、
ま
た
渡
島
後
も
同
じ
道
を
歩
ん
だ
乙
と

が
想
定
さ
れ
る
。
土
俗
化
し
た
か
れ
ら
の
信
仰
が
、

は
た
し
て
原
住
地
か
ら
持
込
ま
れ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
渡
島
後
の
風
土
化
に

よ
る
も
の
か
、

は
あ
き
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
似
た
よ
う
な
形
の
も
の
で
あ
っ
た
乙
と
は
、
想
像
に
か
た
く
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
明

治
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
、

ロ
ー
マ
教
会
を
含
む
外
部
の
指
導
・
援
助
の
も
と
に
、
世
界
宗
教
と
し
て
純
佑
の
方
向
を
た
ど
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
は
、

い
ぜ
ん
と
し
て
旧
幕
時
代
と
お
そ
ら
く
同
じ
と
思
わ
れ
る
信
仰
形
態
を
た
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
方
で
は
教
会
を
通
じ
て
の
組
織
化
が
進
行
す
る
の
に
対
し
て
、
他
方
は
、

お
そ
ら
く
横
の
連
絡
さ
え
も
欠
い
て
い
る
。
ま
た
信
仰
上
の

リ
ー
ダ
ー
に
し
て
も
、

そ
の
後
継
者
は
ほ
と
ん
ど
絶
望
状
態
だ
と
い
わ
れ
る
。
上
小
串
の
某
氏
に
よ
る
と
、
か
れ
の
青
年
時
代
、

つ
ま
り

終
戦
の
こ
ろ
ま
で
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
固
有
の
儀
礼
も
お
こ
な
わ
れ
た
し
、
ま
た
葬
儀
の
浅
い
に
は
「
経
消
し
」
の
と
な
え
と
と
も
な
さ
れ

た
。
日
繰
帳
も
た
し
か
に
あ
っ
た
。
し
か
し
日
繰
帳
に
は
、
肥
料
を
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
臼
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
青
年
た
ち
の
な

か
か
ら
は
、

「
こ
れ
で
は
農
業
の
経
営
上
、
困
る
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
。

以
来
、
日
繰
帳
は
開
店
休
業
と
い
う
か
、
実
は
そ
の
所
在

上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封
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九。

さ
え
判
明
し
な
い
と
い
う
。
オ
ラ
シ
オ
の
で
き
る
者
も
二
、
三
名
に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
る
。
乙
れ
を
「
世
俗
佑
」
（
J
R
Z

－m江
自
己
o
p
J

の
ご
詣
で
要
約
す
る
の
は
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
て
も
キ
リ
シ
タ
ン
に
は
、
郷
体
制
に
接
近
す
る
因
子
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
そ
う
し
た
接
近
が
、
族
制
に
ど
の
よ
う
な
変
容
を
も
た
ら
す
か
。
乙
れ
は
は
る
か
な
る
課
題
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ー
四
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・
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o
l


